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Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

１　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

⑴　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て

　

②
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例

　

五　

裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
、
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
賃
借
人

に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基

本
権
と
し
て
の
地
位
が
対
立
す
る
状
況
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
判
断
・
解
決
を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
裁
判
例

の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
抽
象
的
に
、「
裁
判
所
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
基
本
法
の
価
値
決
定
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

と
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例
の
考
察
（
Ⅱ
の
二
の
２
）
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、最
後
に
、こ
こ
で
は
、「
利
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益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
例
に
お
け
る
具
体
的
な
判

断
の
枠
組
み
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
六
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
七
月
二
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た

い
。

　
【
27
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
七
月
二
三
日
判
決）

230
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
ら
は
、
二
〇
〇
七
年
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
か
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
存
在
す
る
本
件
住
居
を
賃
借
し
、
被
告
・
一
が
本
件
住
居
に
居
住
し
て 

い
た
。
原
告
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
二
六
日
、
お
よ
び
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
イ
タ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
る
が
、
一
四
年
前
に
か
か
っ
た
癌
の
病
気
の
結
果
と
し
て
、
規
則
的
に
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
た
め
に
診
察
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
診
察
の
た
め
に
必
要
な
ホ
テ
ル
の
滞
在
は
、
原
告
に

明
ら
か
に
資
金
的
な
無
理
を
強
い
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
さ
ら
に
、
原
告
は
、
現
在
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
知
人
の
家
に
居
住
し
て
い
る
が
、

個
人
的
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
退
去
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

　

被
告
ら
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
一
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
被
告
・
一
が
、
い
く
つ
か
の
病
気
―
慢
性
の
複

合
し
て
い
る
精
神
的
外
傷
後
の
負
荷
障
害
、
重
い
抑
鬱
症
、
な
ら
び
に
、
ク
ロ
ー
ン
病
―
に
も
と
づ
い
て
、
退
去
す
る
状
態
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
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被
告
・
一
は
、
賃
借
し
た
本
件
住
居
に
お
い
て
彼
女
の
生
活
の
中
心
点
を
見
出
し
、
そ
こ
で
き
わ
め
て
具
合
よ
く
感
じ
て
い
る
。
被
告
・
一
の
健
康

状
態
は
、
そ
こ
で
、
顕
著
に
改
善
さ
れ
た
。
考
え
う
る
退
去
に
お
い
て
は
、
被
告
・
一
の
健
康
状
態
の
相
当
な
悪
化
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
。

　

証
人
の
尋
問
に
よ
る
証
拠
調
べ
、
お
よ
び
、
被
告
・
一
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
鑑
定
に
し
た
が
っ
て
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し

の
訴
え
を
棄
却
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
、
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
、
鑑
定
書
に
対
す
る
攻
撃
の
ほ
か
に
、
特
に
、
被
告
・
一
が
、
二
〇
〇
九
年
の
半
ば
以
来
、「
自

己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
と
そ
れ
に
引
き
続
く
明
渡
し
を
め
ぐ
る
手
続
き
の
影
響
の
も
と
で
も
、
も
は
や
自
殺
未
遂
を
試
み
な
か
っ

た
、
と
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
の
継
続
を
言
い
渡
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

・
・
・
・
そ
の
場
合
に
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
が
優
位
に
あ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
の
要
件
は
、
本
件
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
て
い
た
」）

231
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
一
方
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
・
存
続
に
つ
い
て
の
被
告
（
賃
借
人
）・

一
の
利
益
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
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「
本
件
に
お
い
て
は
、
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
、
被
告
・
一
の
健
康
上
の
諸
制
限
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
気
に

4

4

4

も
と
づ
い
て
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
身
体
的
な
病
気
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
、
精
神
的
な
病
気
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
、

ま
た
は
、
情
緒
的
な
病
気
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
と
い
う
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
枠
組
み
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
の
理
由
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
身
体
的

4

4

4

4

4

4

4

・4・

精
神
的
な
状
態
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

と
づ
い
て

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
見
出
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
に

4

4

4

よ
っ
て

4

4

4

、4・

相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

・
・
・
・
区
裁
判
所
の
確
定
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
一
は
、
本
件
住
居
を
喪
失
す
る
場
合
に
自
殺
す
る
と
い
う
差
し
迫
っ
た
危
険
に
瀕
し
て
い

る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
区
裁
判
所
の
た
め
に
、
鑑
定
人
・
Ｄ
の
鑑
定
書
か
ら
判
明
し
た
。
鑑
定
人
は
、
次
の
結
果
に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
被
告
・
一
に
お
い
て
は
・
・
・
・
精
神
的
外
傷
後
の
負
荷
障
害
・
・
・
・
再
発
す
る
抑
鬱
性
の
障
害
、
摂
食
障
害
、
な
ら
び
に
・
・
・
・

情
緒
的
に
不
安
定
な
人
格
障
害
が
存
在
す
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
当
該
診
断
を
、『
深
刻
に　

精
神
的
に　

健
康
を
そ
こ
な
っ
て

い
る
』、
と
要
約
し
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
鑑
定
人
は
、
被
告
・
一
の
た
め
の
本
件
住
居
の
意
義
を
顧
慮
し
て
、
そ
の
居
住
状
態
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
全
く
根
本
的

で
あ
る
と
ま
で
、
当
該
病
気
（
の
性
質
）
を
整
理
し
た
。
被
告
・
一
は
、
安
定
性
と
確
実
性
を
、
子
供
と
の
協
力
関
係
ま
た
は
交
わ
り
に
も
見
出
さ

な
か
っ
た
し
、
満
足
す
べ
き
職
業
上
の
状
態
も
被
告
・
一
の
た
め
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
被
告
・
一
が
、
そ
の
前
に
、
常
に
、
母
親
（
被
告
・
二
）

の
も
と
で
生
活
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
二
年
の
期
間
の
間
治
療
上
の
住
居
共
同
体
に
お
い
て
生
活
し
、
も
し
く
は
、
か
な
り
長
い
期
間
病
院
で
過

ご
し
た
あ
と
で
、
最
初
の
自
分
自
身
の
本
件
住
居
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
特
別
な
意
義
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
本
件
住
居
は

4

4

4

4

4

、
母
親
、
も
し
く
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は
、
テ
ラ
ピ
ス
ト
や
精
神
病
医
と
い
う
関
連
す
る
人
々
の
ほ
か
に
、
被
告

4

4

・4・

一
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
強
く
制
限
さ
れ
た
生
活
状
態
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被4

告4

・4・

一
の
唯
一
の
安
定
性
の
あ
る
要
素
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
見
地
か
ら
、
住
居
と
い
う
安
定
性
の
要
因
の
差
し
迫
っ
た
喪
失
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
に
つ
い
て
の
困
難
に
制

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

御
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
的
な
負
担

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

重
大
な
脅
威
で
あ
る
と
呼
ぶ
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・・・・
鑑
定
人
は
、
現
在
、
被
告
・

一
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
居
住
状
態
に
も
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
被
告
・
一
の
状
態
の
安
定
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
の
で

あ
る
」）
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
病
気
に
も
と
づ
い
て
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」

に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
代

替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が
、
転
居
に
よ
っ
て
、
相
当

に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
（
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
本
件
住
居
を
喪
失
す
る
場
合
に
自
殺
す
る
と
い
う
差
し
迫
っ
た
危
険
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

が
確
定
し
て
い
た
）
に
、
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
本
件
住
居
は
、
被
告
・
一
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
強
く
制
限
さ
れ

た
生
活
状
態
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
唯
一
の
安
定
性
の
あ
る
要
素
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
住
居
と
い
う
安
定
性
の
要
因
の
差
し
迫
っ
た
喪
失
を
、

被
告
・
一
に
つ
い
て
の
困
難
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
的
な
負
担
、
も
し
く
は
、
重
大
な
脅
威
で
あ
る
と
呼
ぶ
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。

　
「
原
告
は
、
彼
女
が
、
癌
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
規
則
的
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
診
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
現
在
、
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Ｒ
の
南
に
居
住
し
、
当
該
隔
た
り
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
の
た
め
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
、
相
当
な
ホ
テ
ル
の
費
用
が
発
生
す
る

こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
を
理
由
づ
け
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
規
則
的
な
旅
行
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

資
金
的
な
負
担
に
行
き
着
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
資
金
的
な
負
担
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

今
や

4

4

、4・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
自
分
自
身
の
本
件
住
居
に
転
居
し
た
が
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
の
私
的
な
状
況
は
変

化
し
た
。
原
告
は
、
現
在
、
知
人
の
家
に
居
住
し
て
い
た
が
、
個
人
的
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
家
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

原
告
の
こ
の
よ
う
な
利
益
の
確
定
に
関
し
て
も
ま
た
、
当
部
は
、
区
裁
判
所
の
確
定
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
癌
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
規
則
的
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
診
察
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
相
当
な
ホ
テ
ル
の
費
用
が
発
生
す
る
と
い
う
資
金
的
な
負
担
に
も
と
づ
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
本
件
住

居
に
転
居
し
た
か
っ
た
こ
と
等
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了

が
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
判
断
に
入
っ
た
が
、
は
じ
め
に
、
結
論
を
述
べ
た
う
え
で
、
当
該
利

益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
自
己
の
健
康
・
生
命
を
維
持
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
は
、
一
般
に
、
賃
貸
人
の
資
金
的
な
利
益
に
対
し
て
優
先
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ

う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
も
し
く
は
被
告
の
利
益
を
、
対
立
す
る
利
益
に
関
し
て
比
較
衡
量
し
、
そ
の
と
き
に
、

本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
・
一
の
利
益
が
優
位
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に

行
き
着
い
た
。
当
該
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
当
部
の
見
地
か
ら
も
、
疑
念
に
出
く
わ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
契
約
の
終
了
が
賃
借
人
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
契
約
の
継

続
が
賃
貸
人
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
点
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

基
本
法
の

4

4

4

4

価
値
決
定
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
、
自
己
の
所
有
物
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の

所
有
権
、
他
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
、
な
ら
び
に
、
本
件
事
案
に
お
け
る
よ
う
に
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
賃
借
人
の
生
命
お
よ
び
健
康
の
領
域
も
ま
た
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
地
位
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
己
の
健
康
を
維
持

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
般
に

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の

4

4

4

4

普
通
の
資
金
的
な
利
益
に
対
し
て
優
先
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

明
渡
し
が
賃
借
人
に
と
っ
て
生
命

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
き
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
優
位
に
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」）
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さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の

あ
い
だ
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
に
お
い
て
、
ま
ず
第
一
に
、
控
訴
の
理
由
づ
け
の
論
述
に
反
し
て
、
本
件
訴
え
の
棄
却
は
原
告
を
健
康
上
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
は
行
き

着
か
な
い
こ
と
が
、
心
に
と
め
て
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
控
訴
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
、
原
告
の
癌
の
病
気
が
、
被
告
・
一

の
抽
象
的
な
だ
け
の
自
殺
の
危
険
よ
り
も
、
よ
り
わ
ず
か
に
評
価
さ
れ
た
、
と
述
べ
た
。
原
告
が
も
し
か
す
る
と
な
お
数
年
だ
け
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
緊
急
に
必
要
な
医
学
的
な
治
療
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
背
景
の
も
と
で
、
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
原
告
の
差
し
迫
っ
た
取

戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
看
過
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
正
当
化
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
の
側
か
ら
、
原
告
が
本
件
住

居
に
入
居
で
き
な
い
と
い
う
事
情
さ
え
も
、
医
学
的
な
治
療
が
可
能
で
な
い
こ
と
に
は
行
き
着
か
な
い
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
た
。
原
告
は
、
本
件
訴
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え
の
棄
却
に
よ
っ
て
、
今
後
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
、
医
学
的
な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
診
察
と
予
防
診
察
の
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
審
に
お
け
る
本
件
訴
え
の
棄
却
が
原
告
の
医
学
的
な
治
療
の
拒
絶
に
行
き
着
く
と
い
う
原
告
の
代
理
人
の
側
か
ら
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
外
観
に

は
、
反
対
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
原
告
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
住
居
を
意
の
ま
ま
に
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
医
学
的
な
治
療
の
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
の
棄
却
は
、
決
し
て
、
原
告
に
対
し
て
、
医
学
的
な
援
助
が
妨
げ
ら
れ
、
も
し
く
は
、
全
く
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
に
は
行

き
着
か
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら

4

4

4

4

、4・

医
学
的
な
援
助
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
高
い
資
金
的
な
費
用
が
原
告
の
た
め
に
生
じ
る
と
い
う
事
情
だ
け
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の

4

4

4

側
に
お
け
る
健
康
上
の
侵
害
に
至
る
こ
と
に
は
行
き
着
か
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
の
癌
の
病
気
は
、
今
や
一
四
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
該
病
気
が
現
在
差
し
迫
っ
て
再
び
現
れ
た
こ
と
は
、
原
告
の
側
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
必
要
不
可
欠
な
診
察
は
、
原
告
の
側
に
お
い
て
、

自
分
自
身
で
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
治
療
と
だ
け
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
診
察
、
な
ら
び
に
、
申
し
立
て
ら
れ
た
な
お
こ
れ
以

上
の
予
防
の
診
察
の
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
告
は
、
妨
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
健
康
上

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
生
じ
な
か
っ
た
。
原
告
の
健
康
上
の
侵
害
は
、
本
件
訴
え
の
棄
却
に
よ
っ
て
現
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
・
・
・
・
健
康
状
態
の
重
大
な
侵
害
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
区
裁
判
所

は
、
原
告
の
生
命
を
、
被
告
・
一
の
生
命
よ
り
も
、
よ
り
わ
ず
か
に
評
価
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
原
告
が
自
分
自
身
で
述
べ
た
よ
う

に
、
結
局
、
資
金
的
な
利
益
に
関
係
し
た
。
と
い
う
の
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
医
学
的
な
治
療
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
よ
り
高
い
費
用
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
・
一
の
利
益
は
優
位
に
あ
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
彼
の
診
断
書
に
も

と
づ
い
て
、
本
件
住
居
の
喪
失
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
不
可
避
的
に
、
彼
女
の
精
神
的
な
健
康
状
態
の
悪
化
と
平
行
し
て
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
さ
ら
に
続
い
て
、
精
神
的
な
状
態
の
悪
化
が
懸
案
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、

わ
ず
か
で
は
な
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
喪
失
が
新
た
な
差
し
迫
っ
た
自
殺
傾
向
に
も
行
き
着
く
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
当
部
に
と
っ
て
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
の
側
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
明
渡
し
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
方

4

4

に
お
い
て

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
の
精
神
的
な
状
態
の
悪
化
に
至
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

他
方
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
の
差
し

4

4

4

4

迫
っ
た
自
殺
傾
向
に
至
り
う
る
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
当
該
蓋
然
性
は
、
鑑
定

人
の
側
か
ら
、
わ
ず
か
で
あ
る
と
格
付
け
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
鑑
定
人
は
わ
ず
か
で
は
な
い
蓋
然
性
を
申
し
立
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
前
述
の
説
明
に

対
応
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
要
件
の
受
入
れ
の
た
め
に
十
分
で
あ
っ
た
。

　

原
告
の
側
か
ら
、
被
告
・
一
は
二
〇
〇
九
年
以
来
も
は
や
自
殺
行
為
に
至
ら
な
か
っ
た
し
、
本
件
解
約
告
知
と
明
渡
し
を
め
ぐ
る
手
続
き
の
印
象

の
も
と
で
も
、
被
告
・
一
の
側
か
ら
、
新
た
な
自
殺
未
遂
が
試
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
明
渡
し
が
自
殺
傾
向
に
行
き
着

く
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
抗
弁
が
申
し
立
て
ら
れ
た
限
り
で
言
え
ば
、
当
該
論
述
は
、
鑑
定
人
の
申
立
て
と
矛
盾
す
る
。
被
告
・

一
が
こ
れ
ま
で
自
殺
未
遂
を
試
み
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
お
い
て
も
、
自
殺
未
遂
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結

論
は
、
当
部
に
対
し
て
心
を
開
か
な
か
っ
た
。

　

原
告
の
側
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
明
渡
し
を
す
る
力
に
達
す
る
た
め
の
措
置
も
ま
た
、
断
固
と
し
た
処
置
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
当
部
は
、
確
か
に
、
原
則
と
し
て
、
賃
借
人
は
明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
す
こ
と
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
告
の
論
述
に
し
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た
が
う
。
そ
の
場
合
に
、
住
居
の
問
題
の
解
決
の
た
め
の
選
択
的
な
考
え
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場

合
に
、
当
部
は
、
当
事
者
の
考
え
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
被
告
・
一
の
全
部
の
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
一
は

む
し
ろ
被
告
・
一
の
母
親
の
も
と
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
原
告
の
代
理
人
の
考
え
は
、
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
当
部
は
当
事
者
の
人
生
の
考
え
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
法
的
な
論
拠
か
ら
出
て
く
る
。
被
告
・
一
は
、
自
分
自
身

の
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
が
自
分
自
身
の
住
居
に
お
い
て
生
活
も
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
当
部
は
、
被
告
・
一
に
、
彼
女

の
人
生
の
考
え
を
断
念
し
、
今
や
再
び
被
告
・
二
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
自
身
の
住
居
に
お
け
る
単
独
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

居
住
を
含
む
と
こ
ろ
の
被
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

一
の
人
生
の
ひ
な
型
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
他
方
に
お
い
て
、
鑑
定
人
の
論
述
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当

部
に
と
っ
て
、
被
告

4

4

・4・

二
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
こ
と
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

、4・
『

4
・

壮
大
な
後
退

4

4

4

4

4

』4・

を
意
味
す
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

鑑
定

4

4 

4

人
は

4

4

、
彼
の
聴
聞
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
元
の
場
所
へ
戻
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

精
神
的
な
治
療
上
の
観
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
後
退
に
行
き
着
く
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

説
明
し
た

4

4

4

4

。
こ
の
点
で
も
、
被
告
・
二
の
と
こ
ろ
に
入
居
す
る
こ
と
は
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
を
顧
慮
し
て
、
正
当
化
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
入
居
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
依
然
と
し
て
、
被
告
・
一
の
精
神
的
な
健
康
の
悪
化
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
に
も
、
被
告
・
一
の
利
益
が
優
位
に
あ
っ
た
。

　

当
部
は
、
被
告
・
一
は
明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
す
た
め
に
全
く
医
師
の
援
助
を
引
っ
ぱ
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
原
告
に

同
意
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
原
告
の
代
理
人
が
述
べ
た
よ
う
に
、
被
告
・
一
が
入
院
治
療
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
範
囲
内

で
経
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
則
と
し
て
、
医
師
が
付
き
添
っ
て
行
っ
て
明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
し
、
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師

の
助
け
を
借
り
て
賃
借
人
の
明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
賃
借
人
に
全
く
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鑑
定
人
は
、
彼
の
聴
聞
に
お
い
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て
、
明
渡
し
を
す
る
力
を
通
院
で
も
た
ら
す
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

精
神
病
の
病
院
へ
の
収
容
、
お
そ
ら
く
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
閉
鎖
的
な
病
棟
に
お
け
る
収
容
に
よ
っ
て
の
み
、
被
告
・
一
の
十
分
な
付
添
が
保
障

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。・
・
・
・

　

し
か
し
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
対
し
て
、
本
件
住
居
の
取
戻
し
の
た
め
に
、
見
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
期
間
の
間
、

入
院
治
療
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
閉
鎖
的
な
病
棟
に
お
け
る
入
院
治
療
に
入
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
・
一
の
状
態
の
侵
害
は
重
大
で
あ
っ
た
の
で
、
当
該
侵
害
は
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
凌
駕
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
自
由
意
思
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
入
院
の
受
入
れ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題

が
立
て
ら
れ
る
。
明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
す
た
め
に
賃
借
人
を
強
制
的
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4

・

病
院
に

4

4

4

）4
・

収
容
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
わ
れ
な
け
れ

4

4

4

4

4

4

ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
意
味
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
釣
り
合
い
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

当
部
は
、
鑑
定
人
を
も
う
一
度
聴
聞
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
も
い
な
か
っ
た
。・
・
・
・
原
告
が
、
今
や
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
被
告
・

一
が
、
二
〇
一
三
年
六
月
八
日
に
、
錠
剤
の
服
用
に
よ
っ
て
新
た
な
自
殺
未
遂
を
試
み
た
と
い
う
事
情
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
一
は
差
し
迫
っ
た

明
渡
し
と
は
か
か
わ
り
な
く
と
も
自
殺
未
遂
を
試
み
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
述
べ
た
限
り
で
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
、
貫
徹
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
被
告
・
一
の
新
た
な
自
殺
未
遂
か
ら
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
説
明
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ま
さ
し
く
、
鑑
定
人
の
側
か
ら
説
明
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
明
渡
し
に
よ
る
被
告
・
一
の
精
神
的
な
状
態
の
悪
化
に
お
い
て
、
な
お
こ
れ
以
上
の
自
殺
未
遂
に
至
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
の
新
た
な
試
み
は
、
ま
さ
し
く
、
鑑
定
人
の
側
か
ら
要
求
さ
れ
た
安
定
性
が
、
被
告
・
一
を
な
お
こ
れ
以
上
の
自
殺
行
為
か
ら
守
る
た
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め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
」）

235
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
も
っ
ぱ
ら
、
医
学
的
な
援
助
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
資
金
的
な
費
用
が
原
告
（
賃
貸
人
）
の
た
め
に
生
じ
る

と
い
う
事
情
だ
け
で
、
原
告
の
側
に
お
け
る
健
康
上
の
侵
害
に
至
る
こ
と
に
は
行
き
着
か
な
か
っ
た
こ
と
、
②
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い

て
、
被
告
（
賃
借
人
）・
一
の
側
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
の
と
き
に
、
一
方
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
精
神
的
な
状
態
の
悪
化
に
至
る
こ

と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て
、
わ
ず
か
で
は
な
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
被
告
・
一
の
差
し
迫
っ
た
自
殺
傾
向
に

至
り
う
る
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
自
分
自
身
の
住
居
に
お
け
る
単
独
の
居
住
を
含

む
と
こ
ろ
の
被
告
・
一
の
人
生
の
ひ
な
型
は
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
鑑
定
人
の
論
述
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
二
の
と
こ
ろ
へ
戻
る

こ
と
も
ま
た
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
精
神
的
な
治
療
上
の
観
点
に
お
い
て
、
後
退
を
意
味
す
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
た
こ
と
、
④
明
渡
し
を
す
る

力
を
も
た
ら
す
た
め
に
賃
借
人
を
強
制
的
に
病
院
に
収
容
す
る
こ
と
は
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
意
味
に
お
い
て
、
不
釣

り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
区
裁
判

所
の
判
断
を
是
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
区
裁
判
所
の
側
か
ら
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
同
じ
く
、
述
べ
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｇ

Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
賃
借
人
の
た
め
に
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
情
が
、
先
の
見

通
し
て
と
し
て
は
、
い
つ
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
が
不
確
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
期
間
の
定
め
な
く
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
・
・
聴
聞
に
お
け
る
鑑
定
人
の
説
明
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
範
囲
内
で
被
告
・
一
の
明
け
渡
し
を
す
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る
力
が
達
成
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
期
間
は
、
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定

め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

236
（

。

　

第
七
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た

い
。

　
【
28
】
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
一
日
判
決）

237
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
八
日
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
本
件
建
物
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
と
の
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
・
一
は
、
原
告
・
二
と
の
別
居
お
よ
び
共
同
の
婚
姻
中
の
住
居
か
ら
退
去
し
た
後
、
そ
の
間

に
賃
借
さ
れ
た
住
居
か
ら
退
去
し
、
彼
女
の
二
二
歳
の
息
子
と
と
も
に
、
原
告
・
一
の
所
有
す
る
本
件
建
物
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
二
日
に
、
彼
女
の
一
五
歳
の
息
子
の
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
本
件

解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
被
告
に
対
し
て
主
張
さ
れ
た
本
件
明
渡
し
の
請
求
権
は
、
原
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
は

な
か
っ
た
。・
・
・
・
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・
・
・
・
主
張
さ
れ
た
本
件
明
渡
し
の
請
求
権
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
二
〇
一
三
年
七

月
一
二
日
付
の
被
告
の
異
議
に
よ
っ
て
期
間
の
定
め
な
く
延
長
さ
れ
た
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」）

238
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
・
・
・
・
区
裁
判
所
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
八
日
付
の
原
告
ら
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日

付
で
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
的
確
に
受
け
入
れ
た
。
自
己
必
要
と
い
う
解
約
告
知
理
由
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
、
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、

賃
貸
人
が
、
当
該
空
間
を
、
住
居
と
し
て
、
自
己
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
人
々
、
ま
た
は
、
そ
の
家
族
構
成
員
の
た
め
に
必
要
と
す
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
自
己
必
要
は
、
真
摯
な
利
用
の
意
思
、
な
ら
び
に
、
筋
の
通
っ
た
利
用
の
利
益
を
前
提
と
す
る
。
利
用
の
意
思
は
、
議

論
の
余
地
も
な
く
、
存
在
し
た
。
原
告
ら
は
、
反
論
の
余
地
な
く
、
原
告
・
一
が
彼
女
の
息
子
と
と
も
に
本
件
賃
貸
物
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、

と
申
し
立
て
た
。
原
告
・
一
は
、
必
要
不
可
欠
な
利
用
の
利
益
を
も
有
し
た
。
利
用
の
利
益
も
し
く
は
委
譲
の
利
益
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
連
邦

通
常
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
月
二
〇
日
決
定）

239
（

が
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
人
が
、
自
己
ま
た
は
優
遇
さ
れ
た
人
の
た
め
に
当
該
住

居
を
利
用
す
る
た
め
に
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
有
す
る
場
合
に
、
十
分
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が

っ
て
、
賃
貸
人
が
不
十
分
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
そ
の
居

住
の
必
要
に
関
す
る
所
有
権
者
の
決
定
を
原
則
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
相
当
な
居
住
、
お
よ
び
、
所
有
権
者
の
ひ
き
続
い
て
の
人

生
の
計
画
策
定
に
関
し
て
、
他
人
の
考
え
を
所
有
権
者
に
押
し
つ
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
利
用
の
利
益
ま
た
は
委

譲
の
利
益
が
十
分
な
重
要
さ
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
言
及
さ
れ
た
要
件
の
徴
標
が
欠
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
当
該
住
居
が
短
い
期
間
の
間
だ
け
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必
要
と
さ
れ
る
か
ら
、
当
該
解
約
告
知
が
、
理
性
に
反
し
て
い
る
か
、
恣
意
的
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
は
、
賃
貸
人
が
過
度
な
必
要
を
主
張
す
る
か
ら

で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
原
告
・
一
が
、（
原
告
・
二
と
の
別
居
お
よ
び
共
同
の
婚
姻
中
の
住
居

か
ら
退
去
し
た
後
）
そ
の
間
に
賃
借
さ
れ
た
住
居
か
ら
退
去
し
、
彼
女
の
二
二
歳
の
息
子
と
と
も
に
、
原
告
・
一
の
所
有
す
る
本
件
建
物
に
入
居
す

る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
し
た
。
賃
借
住
居
を
利
用
す
る
代
わ
り
に
所
有
物
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
有
意
義
で
あ
り
、
筋
の
通
っ
た

理
由
を
意
味
す
る
。
原
告
・
一
の
賃
借
住
居
が
原
告
・
一
の
所
有
す
る
本
件
建
物
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
を
有
し
た
と
い
う
事
情
は
、
こ
の
点
で
は
、
理

性
に
反
す
る
こ
と
を
理
由
づ
け
な
か
っ
た
。
原
告
・
一
の
所
有
物
を
自
分
自
身
で
利
用
す
る
と
い
う
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
が
、
決
定
的

で
あ
る
」）

240
（

。

　

次
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
が
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
当
該
住
居
の
明
渡
し
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
賃
借
人

に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
と
の
関
係
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
け
る
具
体
的
な
判
断
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
、
次
の
よ
う

に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
賃
借
人
が
病
気
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
明
渡
し
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
事
情
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

、4・

苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理

4

4

4

4

4

4

4

4

4

由
を
意
味
す
る

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
身
体
的
な
病
気
に
も
、
精
神
的
な
病
気
に
も
妥
当
す
る
。
高
齢
の
賃
借
人
の
事
案
に
お
け
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も

ま
た
、
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
身
体
的

4

4

4

4

4

4

4

・4・

精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
見
出
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た

4

4

は4

、4・

賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
事
案
が
存

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

在
す
る

4

4

4

。4

そ
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
一
時
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
病
気
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
と
づ
く
明
渡
し
の
困
難
さ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
は
一
定
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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期
間
の
間
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

そ
の
侵
害
の
終
わ
り
が
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
の
継

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

続
が
問
題
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
）。
身
体
的
・
精
神
的
な
障
害
に
も
と
づ
い
て
転
居
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

の
賃
借
人
の
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
賃
貸
人
が
明
渡
し
に
つ
い
て
特
に
重
大
な
利
益
を
も
た
な
い
場
合
に
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。・
・
・
・
賃
借
人
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
契
約
の
継
続
に
行
き
着
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を

評
価
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
・
・
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
取
戻
し

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
契
約
の
終
了
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
賃
借
人
に
と
っ
て
有
す
る
の
か
と
い
う
点
、
お
よ

び
、
契
約
の
継
続
が
ど
の
よ
う
に
賃
貸
人
に
効
果
を
現
す
の
か
と
い
う
点
が
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に
入
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

明
渡
し
が
賃
借
人
に
と
っ
て
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
利
益
は
後
方
に
退
い
て
い
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

。4

自
己
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
般
に

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
一
般
的
な
資
金
に
つ
い
て
の
利
益
よ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
重
要
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

。4

逆
に

4

4

、4・

自
己
お
よ
び
自
己
の
家
族
の
た
め
に
相
当
な
住
居
を
も
た
ら
す
と
い
う
賃
貸
人
の
願
望
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
資
金
に
つ
い
て
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

利
益
よ
り
も
優
位
に
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
住
居
の
問
題
の
解
決
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
当
事
者
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
か
と

い
う
点
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
の
利
益
が
等
し
く
重
み
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
に
優
位

が
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る）

241
（

」）
242
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
代
替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す

る
状
態
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が
、
転
居
に
よ
っ
て
、
相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
明
渡

し
に
適
し
て
い
な
い
事
案
が
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
事
情
も
ま
た
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
、
②
そ
の
性
質
に
し
た
が
っ
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て
一
時
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
病
気
に
も
と
づ
く
明
渡
し
の
困
難
さ
に
お
い
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
は
一
定
の
期
間
の
間
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
侵
害
の
終
わ
り
が
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
の
継
続
が
問
題
に

な
る
こ
と
、
③
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
④
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
比
較
衡
量

に
お
け
る
具
体
的
な
判
断
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
明
渡
し
が
賃
借
人
に
と
っ
て
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
賃
貸
人
の
利
益
は

後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
自
己
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
は
、
一
般
に
、
賃
貸
人
の
一
般
的
な
資

金
に
つ
い
て
の
利
益
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
、
逆
に
、
自
己
お
よ
び
自
己
の
家
族
の
た
め
に
相
当
な
住
居
を
も
た
ら
す
と
い
う
賃
貸
人
の
願
望
は
、

賃
借
人
の
資
金
に
つ
い
て
の
利
益
よ
り
も
優
位
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の

あ
い
だ
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
に
お
い
て
は
、
疑
い
も
な
く
、
被
告
の
一
五
歳
の
息
子
・
Ｍ
の
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
か
ら
出
発
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
被
告
の
息
子
は
・
・
・
・
精
神
的
に
最
重
度
に
障
害
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
盲
目
で
あ
る
。
鑑
定
人
・
Ｎ
博
士
は
、

区
裁
判
所
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
書
面
に
よ
る
鑑
定
書
に
お
い
て
、
被
告
の
息
子
が
出
生
時
に
こ
う
む
っ
た
と
こ
ろ
の
脳
出
血
が
、
運
動
障
害
と
精

神
的
な
障
害
に
行
き
着
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
鑑
定
人
が
目
の
あ
た
り
に
見
た
と
こ
ろ
の
被
告
の
息
子
の
状
態
、
お
よ
び
、
母
親
の
過
去
の
申
立
て

は
、五
〇
に
達
し
な
い
数
の
知
能
指
数
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
、そ
の
結
果
、重
大
な
精
神
的
な
障
害
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

被
告
の
息
子
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
脳
の
傷
害
の
結
果
と
し
て
、
過
去
に
お
い
て
重
大
な
痙
攣
の
発
作
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
発
作
の
病
気
に
か
か
っ
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て
い
る
。
こ
れ
ら
の
痙
攣
の
発
作
は
、
対
応
し
た
期
間
に
お
い
て
、
脳
の
な
お
こ
れ
以
上
の
傷
害
に
な
り
う
る
と
こ
ろ
の
危
険
を
と
も
な
っ
た
。・・・・

そ
の
よ
う
な
連
続
し
た
発
作
は
、
過
去
に
お
い
て
、
癲
癇
に
対
抗
す
る
薬
剤
の
投
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繰
り
返
し
現
れ
た
し
、
集
中
的
な
医
学
的

な
治
療
に
よ
っ
て
だ
け
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
脳
の
傷
害
は
、
そ
の
障
害
の
あ
る
人
々
の
適
応
力
が
極
度
に
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
に
行
き
着

く
。
そ
の
障
害
の
あ
る
人
々
は
、
確
固
た
る
儀
式
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
逸
脱
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
惹
起
し
う
る
。
内
心
を
打
ち
明
け
る
力

は
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
は
自
分
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。・
・
・
・
被
告
の
息
子
は
、

変
化
に
対
す
る
反
応
を
特
別
な
程
度
に
お
い
て
示
す
。
極
端
な
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
反
応
は
、
痙
攣
の
発
作
に
な
り
う
る
。
住
居
の
交
替
は
、

被
告
の
息
子
に
と
っ
て
、
鑑
定
人
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
確
実
さ
の
構
造
に
対
す
る
根
本
的
な
侵
害
を
意
味
し
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、

次
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
の
息
子
は
、
住
居
の
交
替
に
対
し
て
、
自
分
自
身
を
傷
つ
け
る
態
様

を
も
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
摂
食
障
害
ま
た
は
痙
攣
の
発
作
の
よ
う
な
ほ
か
の
態
様
の
障
害
を
も
っ
て
も
、
反
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
専
門
的

な
見
地
か
ら
、
被
告
の
息
子
が
規
則
的
な
こ
と
と
熟
知
し
て
い
る
構
造
に
つ
い
て
極
度
に
高
い
程
度
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
念
は
な
い
。

被
告
の
息
子
が
、
再
び
調
和
の
と
れ
た
安
定
性
を
獲
得
す
る
限
り
で
言
え
ば
、
新
た
な
環
境
に
精
通
す
る
ま
で
、
か
な
り
長
い
時
間
が
か
か
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
鑑
定
人
は
、
確
か
に
、
被
告
の
息
子
が
住
居
の
交
替
に
よ
っ
て
彼
の
健
康
状
態
の
侵
害
を
こ
う
む
る
こ
と
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
活
の
事
情
の
変
化
に
対
す
る
反
応
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
生
命
の
危
険
を
は
ら
ん
だ
状
態
に
も
な
り
う
る
こ
と
は
、
排
除

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
癲
癇
性
の
病
状
の
た
め
に
、
死
亡
率
は
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
か
ら
は
じ
ま
り
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
ま
で
申
し
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
に
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
も
や
、
根
本
的
な
病
気
に
も
依
存
し
た
。
被
告
の
息
子
は
、
彼
の
障
害
に

よ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
め
ら
れ
た
死
亡
の
危
険
を
有
し
、
そ
の
結
果
、
住
居
の
交
替
と
痙
攣
の
発
作
と
の
間
の
厳
密
な
因
果
関
係
の
関
連
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を
作
り
出
す
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
転
居
が
す
ん
で
か
ら
の
致
命
的
な
癲
癇
性
の
病
状
の
場
合
に
お
い
て
、
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
専
門
的
な

4

4

4

4

見
地
か
ら

4

4

4

4

、4・

確
実
に

4

4

4

、4・

住
居
の
交
替
の
よ
う
な
変
化
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
息
子
の
身
体
的

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

精
神
的
な
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

高
い
蓋

4

4

4

然
性
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
息
子
の
死
亡
の
危
険
を
高
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
仮
に
、
確
信
を
も
っ
て
、
住
居
の
交
替
が
、
被
告

の
息
子
に
と
っ
て
、
生
命
の
危
険
を
は
ら
ん
だ
痙
攣
の
発
作
に
至
る
ま
で
の
・
・
・
・
危
険
を
意
味
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し

て
も
、
し
か
し
、
全
部
の
状
況
は
、
鑑
定
人
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
住
居
の
交
替
と
生
命
の
危
険
と
の
間
の
因
果
関
係
の
関
連
を
作
り
出
す
た
め

に
、
あ
ま
り
に
複
雑
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鑑
定
人
の
論
述
に
し
た
が
っ
て
、
住
居
の
交
替
が
被
告
の
息
子
に
と
っ
て
直
接
の
生
命
の
危
険
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
最
終
的
に

明
確
に
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
が
・
・
・
・
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
、
確
実
に
、
ま
た
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
・
・
・
・
生
命

の
危
険
を
は
ら
み
う
る
と
こ
ろ
の
痙
攣
の
発
作
に
ま
で
行
き
着
き
う
る
と
こ
ろ
の
重
大
な
健
康
侵
害
が
生
じ
る
だ
ろ
う
こ
と
が
明
確
に
判
明
し
た
。

住
居
の
交
替
に
よ
る
被
告
の
息
子
の
健
康
状
態
の
悪
化
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
被
告
の
息
子
の
死
亡
の
危
険
を
高
め
る
だ

ろ
う
。
原
告
ら
の
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
基
本
法
一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
原
告
ら
の
取
戻
し
に
つ
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
の
利
益
は

4

4

4

4

4

、4・

基
本
法
一
三
条

4

4

4

4

4

4

、）
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な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

基
本
法
二
条

4

4

4

4

4

（
身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
基
本
権
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
被
告
の
存

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

続
に
つ
い
て
の
利
益
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
賃
借
住
居
の
明
渡
し
は
、
賃
借
人
ま
た
は

賃
借
人
の
世
帯
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
構
成
員
の
健
康
の
危
険
に
行
き
着
い
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
の
点
で
は
、
賃
借
人
の
健
康
に
、
賃
貸
人
の

取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
に
対
し
て
、
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る）

244
（

。・
・
・
・
こ
の
点
で
は
、
被
告

の
息
子
の
生
命
の
危
険
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
で
な
い
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
お
び
や
か
さ
れ
た
法
益
が
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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ば
あ
る
ほ
ど

4

4

4

4

4

、4・

危
険

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

危
険
の
確
認
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
す
ま
す
わ
ず
か
な
要
求
が
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
一
般
的
な
法
原

則
が
妥
当
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
生
命
の
よ
う
な
高
い
法
益

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

き
わ
め
て
高
い
法
益
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

発
生
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

よ
り
わ
ず
か
な
程
度
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
人
に
、
信
頼
の
お
け
る
正
確
な
予
測
が
問
題
提
起
の
複
雑
性
に
も
と

づ
い
て
可
能
で
は
な
い
と
い
う
危
険
が
負
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
、
考
え
う
る
損
害
は
、
本
件
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に
高
く
、
あ
ま
り

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
当
部
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
鑑
定
書
に
し
た
が
っ
て
認
め
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
る
と
こ
ろ
の
生
命
を
お
び
や
か
す
痙
攣
の
発
作
の
理
論
的
な
だ
け
で
は
な
い
可
能
性
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
、
利
用
の
利
益
と
し
て
、
所
有
物
を
利
用
す
る
と
い
う
利
益
と
な
ら
ん
で
、

原
告
・
一
が
彼
女
の
息
子
と
と
も
に
本
件
建
物
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
原
告
・
一
の
息
子
は
、境
界
性
障
害（B

orderline- 

Störung

）、
な
ら
び
に
、
抑
鬱
症
に
苦
し
ん
で
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
、
原
告
・
一
の
息
子
は
、
自
殺
未
遂
を
試
み
、
本
日
ま
で
、
労
働
能
力
が
な

か
っ
た
。
原
告
・
一
の
息
子
は
、
母
親
（
原
告
・
一
）
の
援
助
を
必
要
と
し
た
し
、
そ
の
理
由
か
ら
、
彼
の
現
在
の
住
居
に
ひ
と
り
で
と
ど
ま
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
被
告
に
よ
っ
て
、
す
で
に
・
・
・
・
否
認
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
区
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
証
拠
調
べ
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
基
礎
に
置
い
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
一
三
年

一
二
月
二
〇
日
付
の
原
告
ら
の
書
面
に
お
い
て
、
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
息
子
が
、
重
い
境
界
性
障
害
に
苦
し
み
、
原
告
・
一
と
一
緒
に
入
居
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
こ
の
た
め
に
、
原
告
・
一
は
、
医
学
博
士
・
Ｂ
の
証
言
、
な
ら
び
に
、
鑑
定
書
を
求
め
る
こ
と

を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
申
立
て
は
、
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
封
物
と
し
て
添
付
さ
れ
た
・
・
・
・
Ｂ
博
士
の
医
師

の
証
明
書
か
ら
、
Ｂ
博
士
は
、
主
治
医
の
見
地
か
ら
、
原
告
・
一
の
息
子
が
彼
の
恋
人
と
母
親
と
と
も
に
本
件
建
物
に
一
緒
に
居
住
し
た
い
こ
と
だ
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け
を
歓
迎
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
け
が
読
み
取
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
全
部
で
、
精
神
的
・
身
体
的
な
全
部
の
状
態
に
と
っ
て
、
有
益
な
だ
け

で
あ
る
。
医
療
の
必
要
性
は
、
こ
こ
か
ら
、
演
繹
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
同
封
物
と
し
て
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
〇
一
三

年
三
月
二
日
付
の
Ｓ
病
院
の
診
断
書
か
ら
、
原
告
・
一
と
一
緒
に
入
居
す
る
必
要
性
は
、
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
な
い
と
判
明
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的

に
、
十
分
な
立
証
の
問
題
が
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
原
告
・
一
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
原
告

4

4

・4・

一
の
息
子
と
一
緒
に
入
居
す
る
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
医
学
的
な
理
由
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
さ
え
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

こ
の
た
め
に

4

4

4

4

4

、4・

や
む
を
得
な
い
ほ
ど

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に

4

4

4

賃
貸
さ
れ
た
本
件
建
物
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

原
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

息
子
と
共
同
の
賃
借
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
も
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4 

4

た4

。4

そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
と
被
告
の
息
子

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

Ｍ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

状
況
は
異
な
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

こ
こ
で
は

4

4

4

4

、4・

転
居
と
と
も
に
本
件
建
物
を
離
れ
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4 

4

は4

、4・

健
康
を
害
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

さ
ら
に

4

4

4

、4・

生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
ま
で
行
き
着
き
う
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
の
側
に

お
け
る
と
は
異
な
っ
て
、
原
告
・
一
と
そ
の
息
子
は
、
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
な
ん
と
か
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合

に
、
た
ぶ
ん
、
次
の
点
は
、
経
済
的
に
、
重
大
な
相
違
を
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
原
告
・
一
と
そ
の
息
子
が
、
現
在
被
告
に
よ
っ
て

居
住
さ
れ
た
本
件
建
物
に
入
居
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
現
在
の
住
居
か
ら
退
去
し
、
そ
の
場
合
に
、
本
件
建
物
か
ら
の
賃
料
収
入
を
断
念
す
る
の
か
、

ま
た
は
、
原
告
・
一
と
そ
の
息
子
が
、
比
較
で
き
る
住
居
を
賃
借
し
、
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
現
在
被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
建
物
か
ら

の
賃
料
収
入
を
も
維
持
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告

4

4

・4・

一
の
利
用
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

共
同
の
所
有
物
の
利
用
に
つ
い
て
の
利
益

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
け
で
あ
り

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

結
局

4

4

、4・

当
該
利
益
を
超
え
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
原
告
ら
は
、
被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
建
物
の
ほ
か
に
、

な
お
、
こ
れ
以
外
の
住
居
所
有
権
（
か
つ
て
の
婚
姻
中
の
住
居
）
を
も
っ
て
お
り
、
当
該
住
居
所
有
権
は
、
原
告
ら
の
別
居
後
に
意
図
さ
れ
た
財
産

の
整
理
に
し
た
が
っ
て
原
告
・
二
の
も
の
に
だ
け
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
よ
り
い
っ
そ
う
妥
当
し
た
。
原
告
・
一
と
そ
の
息
子
は
、
共
同
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の
住
居
の
賃
借
を
も
っ
て
、
な
ん
と
か
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
原
告
・
一
が
・
・
・
・
糸
状
菌
の
被
害
の
た
め
に
、
彼
女
の
現
在

の
賃
借
住
居
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
息
子
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
住
居
に
関
し
て
、
す
で
に
、
明
渡
し
の
法
律
上
の
争
い
が
そ

の
息
子
に
対
し
て
係
属
中
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
重
要
で
は
な
か
っ
た
。・
・
・
・
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
原
告

4

4

・4・

一
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

生
命
お
よ
び
健
康
に
対
す
る
被
告
の
息
子
の
基
本
権
の
背
後
に
後
退
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
確
実
に
、
住
居
の
交
替
の
よ
う
な
変
化
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
息
子
の
身
体
的
・

精
神
的
な
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
被
告
の
息
子
の
死
亡
の
危
険
を
高
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
②
基
本
法
一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
基
本
法
一
三
条
（
一
項
）、
な

ら
び
に
、
基
本
法
二
条
（
二
項
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
被
告
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
お
び
や

か
さ
れ
た
法
益
が
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
危
険
、
も
し
く
は
、
危
険
の
確
認
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
わ
ず
か
な
要
求
が
立
て
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
生
命
の
よ
う
な
き
わ
め
て
高
い
法
益
に
お
い
て
は
、
発
生
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
よ
り
わ
ず
か
な
程
度
が
要
求
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
④
鑑
定
書
に
し
た
が
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
生
命
を
お
び
や
か
す
痙
攣
の
発
作
の
理
論
的
な
だ
け
で
は
な

い
可
能
性
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑤
原
告
・
一
の
息
子
と
一
緒
に
入
居
す
る
こ
と
が
医
学
的
な
理
由
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
場
合
さ
え
も
、
原
告
・
一
は
、
こ
の
た
め
に
、
や
む
を
得
な
い
ほ
ど
、
被
告
に
賃
貸
さ
れ
た
本
件
建
物
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
息
子
と
共
同
の
賃
借
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
、
⑥
そ
れ
に
対
し
て
、
被
告
と
被
告
の
息
子
に
お

い
て
、
状
況
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
転
居
と
と
も
に
本
件
建
物
を
離
れ
る
こ
と
は
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
生
命
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
ま
で
行
き
着
き
う
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
、
⑦
原
告
・
一
の
利
用
の
利
益
は
、
共
同
の
所
有
物
の
利
用
に
つ
い
て
の
利
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益
だ
け
で
あ
り
、
し
か
し
、
結
局
、
当
該
利
益
を
超
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
原
告
・
一
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
生
命
お
よ
び
健
康
に
対

す
る
被
告
の
息
子
の
基
本
権
の
背
後
に
後
退
し
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
た
異
議
の
法
的
効
果
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ
、
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
こ
の
点
で
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
て
い
た
。

と
い
う
の
は
、
被
告
の
息
子
が
、
二
年
の
う
ち
に
、
障
害
者
の
仕
事
場
へ
の
統
合
に
お
い
て
、
被
告
の
世
帯
を
離
れ
る
の
か
、
ま
た
は
、
さ
ら
に
続

け
て
そ
こ
に
居
住
し
続
け
る
の
か
と
い
う
点
は
、
被
告
の
決
定
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」）

246
（

。

　

第
八
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
五
月
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
29
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
五
月
七
日
判
決）

247
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、
本
件
建
物
（
多
世
帯
用
住
宅
）
の
所
有
者
で
あ
る
原
告
か
ら
、
本
件
建
物
の
中
二
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告

（
賃
貸
人
）
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
対
し
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
を
意
思
表
示
し
た
後
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返

還
を
請
求
し
た
。
被
告
は
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
控
訴
手
続
中
に
、
原
告

は
、
そ
の
家
族
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
居
住
し
て
い
た
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
住
居
か
ら
、
相
当
に
よ
り
狭
い
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五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
け
の
広
さ
で
本
件
建
物
の
半
地
階
に
所
在
す
る
住
居
に
暫
定
的
に
転
居
し
た）

248
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
確
か
に
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
は
存
在
し
た
が
、
し
か
し
、
本
件
解
約
告
知
は
、
被
告
に

と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
被
告
は
永
続
的
に
明
渡
し
に
適
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
五
年
三
月
一
〇
日
に
共
通
の
子
供
を
出
産

し
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
妻
は
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は
一
年
半
の
治
療
期
間
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
出
生
前
の
心
不
全
に
苦
し
ん
で
い
た
。
原
告

の
妻
は
、
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
息
子
を
適
切
に
世
話
し
、
毎
日
の
生
活
の
活
動
を
実
行
す
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
原
告
と
そ
の
家
族
が
、

同
じ
く
原
告
の
所
有
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
本
件
建
物
の
半
地
階
に
所
在
す
る
住
居
に
転
居
し
た
後
、
現
在
の
生
活
条

件
、
特
に
、
狭
め
ら
れ
た
居
住
状
態
が
決
定
的
に
変
化
し
な
か
っ
た
と
き
に
、
被
告
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
原
告
の
妻
に
お
い
て
も
、
今
や
、「
自

殺
傾
向
」
が
排
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
原
告
に
と
っ
て
、
原
告
の
所
有
に
属
す
る
こ
れ
以
外
の
代
わ
り
の
住
居
を
利
用
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
相

当
な
代
替
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
は
な
か
っ
た
し
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
に
お
い
て
、
相
互
の
当

事
者
の
利
益
お
よ
び
個
人
的
な
生
活
状
況
を
不
十
分
に
だ
け
評
価
し
、
そ
の
場
合
に
、
裁
判
所
自
身
の
専
門
的
知
識
な
し
に
、
被
告
が
永
続
的
に
明

渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
は
区
裁
判
所
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、「
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
・
・
・
・
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す

る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
付
で
意
思
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
結
論
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に
お
い
て
、
原
告
と
被
告
と
の
間
で
存
続
し
て
い
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、

五
七
四
ａ
条
一
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
付
で
、
有
効
に
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
解

約
告
知
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
期

間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
た
」）

249
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
（「
自
己
必
要
」）
の
要

件
は
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
も
っ
と
も
、
解
約
告
知
の
理
由
が
原
告
の
側
に
存
在
し
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
と
結
び
つ
い
た
五
七
三
条
一
項
一
文

の
要
件
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
十
分
な
解
約
告
知
の
理
由
は
、
賃
貸
人
が
、
自
己
、
そ
の
世
帯

に
属
す
る
人
々
、
ま
た
は
、
そ
の
家
族
構
成
員
の
た
め
に
、
当
該
住
居
を
必
要
と
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
要
件
は
、
た
と
え
被
告
が

原
告
の
自
己
使
用
の
意
思
を
否
認
し
た
と
し
て
も
、
満
た
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
の
と
き
に
、
お
よ

び
、
さ
ら
に
引
き
続
い
て
も
、
被
告
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
本
件
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
は
、
い
ま
だ
に
、
証
拠
調
べ
と
証
拠
の
判
断
な
し
に
、
そ
れ
と
と
も
に
、
手
続
き
を
誤
っ
て
、
原
告
に
と
っ
て

有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
区
裁
判
所
の
事
実
の
確
定
か
ら
出
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。・
・
・
・
区
裁
判
所
は
、
被
告
の

明
確
な
否
認
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
証
拠
調
べ
な
し
に
、
原
告
の
側
か
ら
主
張
さ
れ
た
自
己
使
用
の
願
望
か
ら
出
発
し
た
・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

控
訴
手
続
き
の
過
程
に
お
い
て
、
原
告
と
そ
の
家
族
が
、
こ
れ
ま
で
原
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
住
居
か
ら
相
当
に
よ
り
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狭
い
半
地
階
に
所
在
す
る
住
居
へ
と
暫
定
的
に
転
居
し
た
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
一
応
、
当
部
の
完
全
な
確
信
の
た
め
に
、
原
告
が
、
本
件
解
約
告

知
の
意
思
表
示
の
と
き
に
、
本
質
的
に
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
被
告
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
、
原
告
の
場
所
に
つ
い
て
の
必
要
に
対
応
し
た
と
こ
ろ

の
中
二
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
を
、
本
当
に
意
図
し
た
し
、
さ
ら
に
引
き
続
い
て
も
意
図
す
る
こ
と
が
確
か
で
あ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
原
告
の
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
医
師
の
診
断
書
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
（
の
側
）
の
身
体
的
な
侵
害
と
は
異
質
の
納
得

の
ゆ
く
動
機
は
、
一
般
的
な
人
生
経
験
に
し
た
が
っ
て
、
三
階
に
位
置
し
、
三
つ
の
部
屋
と
ひ
と
つ
の
廊
下
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ

イ
プ
の
住
居
の
利
用
を
、
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
け
の
広
さ
で
、
家
族
の
居
住
の
必
要
と
場
所
に
つ
い
て
の
必
要
を
不
十
分
に
だ
け
満
た
す
半
地
階

に
所
在
す
る
住
居
の
こ
と
を
考
え
て
放
棄
す
る
と
い
う
決
心
に
は
行
き
着
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
原
告
と
そ
の
家
族
の
転
居
が
、
経
済
的
な
理
由
か

ら
、
ま
た
は
、
訴
訟
戦
術
的
な
理
由
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
の
た
め
の
根
拠
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
告
が
、
原
告
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
保

持
さ
れ
た
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
住
居
の
利
用
を
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
健
康
上
の
理
由
か
ら
放
棄
し
た
と
き
に
、
被
告
に
よ
っ
て
ぐ
ら
つ
か
せ
ら
れ

な
か
っ
た
最
初
の
外
観
が
、
原
告
は
、
そ
の
家
族
と
と
も
に
、
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
の
と
き
に
、
本
当
に
、
被
告
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
、
原

告
の
必
要
に
対
応
す
る
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
引
き
続
き
、
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提

供
し
た
。
原
告
は
、
当
該
意
図
を
（
実
行
に
）
移
す
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
被
告
が
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
で
妨
げ
ら
れ

て
い
た
の
で
、
原
告
は
、
一
時
的
に
、
原
告
の
必
要
と
比
べ
て
不
十
分
で
あ
る
半
地
階
に
所
在
す
る
住
居
の
利
用
に
よ
っ
て
原
告
の
居
住
の
必
要
を

満
た
す
決
心
を
固
め
た
の
で
あ
る
」）

250
（

。

　

し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、
五
七
四

ａ
条
二
項
一
文
と
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
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当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
賃
借
人
、
そ
の
家
族
、
ま
た
は
、
そ
の
世
帯
の
他
の
構
成
員
の
た
め
に
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て

も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
賃
貸
人
に
当

該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
要
件
は
、
区
裁
判
所
が
結
論
に
お
い
て
的
確
に
判
決
を
下
し
た
よ
う
に
、
満
た
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
」）

251
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
以
下
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
正
当
化
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
地
方
裁
判
所
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
た
証
拠
調
べ
の
結
果

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
判
断
に
行
き
着
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
の
健
康
的
な
状
態
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
被
告
は

4

4

4

、4・

被
告
の
身
体
的

4

4

4

4

4

4

・4・

精
神
的

4

4

4

な
全
部
の
状
態
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・

精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
代
替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生

活
状
態
が
、
転
居
に
よ
っ
て
、
相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
存
在
す
る
。
当
該
要
件
は
、
満
た
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は

4

4

4

、4・

相
当

4

4

な
身
体
的
な
侵
害
に
苦
し
ん
で
い
た
の
み
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
喪
失
す
る
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

根
拠
の
あ
る
自
殺
の
危
険
が
存
在
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
被
告
に
差
し
迫
っ
て
い
る
自
殺
の
危
険
、
お
よ
び
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
被
告
の
健
康
上
の
一
般

的
な
状
態
は
、
当
部
の
確
信
の
た
め
に
、
な
お
、
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
区
裁
判
所
の
事
実
の
確
定
か
ら
判
明
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
区
裁
判
所
は
、

も
っ
ぱ
ら
審
理
の
期
日
に
お
い
て
被
告
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
で
、『
医
学
の
素
人
に
と
っ
て
も
、
被
告
の
病
弱
さ
に
も
と
づ
い
て
、
被
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告
が
、
階
段
を
の
ぼ
り
、
転
居
の
辛
労
を
引
き
受
け
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
が
明
確
に
認
識
で
き
る
』
と
い
う
確
信
に
行
き
着
い
た
。
本
件
控
訴
は
、

正
当
な
こ
と
に
、
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
事
実
の
確
定
は
、
原
告
の
重
大
な
否
認
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
鑑
定
書
を
求
め
る
こ
と
な
し
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
と
が
め
た
。
裁
判
所
自
身
の
専
門
的
知
識
に
も
と
づ
く
事
実
の
確
定
は
、
鑑
定
書
を
求
め

る
こ
と
な
し
に
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
裁
判
所
の
専
門
的
知
識
が
、
当
事
者
に
前
も
っ
て
知
ら
さ
れ
、
当
該
判
決
に
お
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た

場
合
に
、
手
続
き
の
誤
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
審
に
お
い
て
、
訴
訟
指
揮
に
お
い
て
も
、
第
一
審
判
決
の
理
由

に
お
い
て
も
、
対
応
す
る
説
明
が
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
被
告
が
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
当
部
の
確
信
の
た
め
に
、
第
二
審
に
お
い
て
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
た
証
拠
調
べ
の
結
果
と
し

て
判
明
し
た
。
当
部
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
鑑
定
書
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
審
理
の
期
日
に
お
け
る
鑑
定
人
の
口
頭
の
説
明
と
一
致
し
て
、
被
告
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

身
体

4

4

的
な
多
数
の
罹
病
率
と
な
ら
ん
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

少
な
か
ら
ぬ
自
殺
傾
向
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確
か
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

矛
盾
な
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
所
見
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

行
き
着
い
た

4

4

4

4

4

。
特
に
、
被
告
の
身
体
的
な
障
害
と
い
う
背
景
、
お
よ
び
、
本
件
住
居
の
放
棄
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
精
神
的
な
負
担
の
前
で
、
診
査
と

の
関
連
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
自
殺
の
考
え
の
蓋
然
性
は
、
鑑
定
人
の
説
得
力
の
あ
る
証
言
に
し
た
が
っ
て
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
以
上
の
も
の

と
格
付
け
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
部
は
、
被
告
の
自
殺
の
表
現
の
真
摯
さ
、
お
よ
び
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

被
告
の
（
実
行
に
）
移
す
蓋
然
性
の
程
度
に
つ
い
て
、
全
く
同
様
に
矛
盾
の
な
い
納
得
の
ゆ
く
よ
う
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
本
件
控
訴
に
よ
っ
て
さ
ら

に
続
け
て
攻
撃
も
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
鑑
定
人
の
こ
れ
以
外
の
所
見
に
も
と
づ
い
て
、
疑
念
を
も
た
な
か
っ
た
。
当
該
所
見
に
し
た
が
っ
て
、

被
告
は
、
確
認
さ
れ
た
身
体
的
・
精
神
的
な
全
部
の
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
本
当
は
存
在
し
な
い
自
殺
傾
向
の
訴
訟
戦
術
上
の
見
せ
か
け
が
で
き
る

状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
相
当
な
身
体
的
な
侵
害
に
苦
し
ん
で
い
た
の
み
な
ら
ず
、
本
件
住
居
を
喪
失
す
る
場

合
に
は
、
根
拠
の
あ
る
自
殺
の
危
険
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
は
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
こ
と
、
②
控
訴
審
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た

鑑
定
書
は
、
被
告
に
お
い
て
は
、
身
体
的
な
多
数
の
罹
病
率
と
な
ら
ん
で
、
少
な
か
ら
ぬ
自
殺
傾
向
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確
か

に
矛
盾
な
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
所
見
に
行
き
着
い
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
々
の

点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
し
た
が
っ
て
当
部
の
確
信
の
た
め
に
圧
倒
的
に
蓋
然
性
の
あ
る
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
場
合
に
お
け
る
被
告
の
自
殺
の
危

険
の
現
実
化
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
命
じ
る
。

原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
被
告
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
原
告
自
身
の
健
康
的
な
侵
害
、
原
告
の
祖
母
の
世
話
の
必
要
性
、
お
よ
び
、
今
や
申
立
て

に
よ
っ
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
妻
の
健
康
的
な
侵
害
が
本
当
に
存
在
し
た
場
合
で
さ
え
も
、
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条

4

4

4

4

4

4

4

一
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
取
戻
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
と
き
に

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て
の
契
約
の
終
了
の
影
響
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
に
対
す
る
契
約

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
継
続
の
影
響
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

そ
の
明
渡
し
が

4

4

4

4

4

4

、
本
件
の
よ
う
に
、
賃
借
人
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

場
合
に
は

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
原
則
と
し
て
の
評
価
は
、
た
と
え
、
原
告
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が
・
・
・
・
今
や
、
原
告
の
側
か
ら
、
は
じ
め
て
第
二
審
に
お
い
て
現
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
妻
の
重
大
な
健
康
的
な
侵
害
、
お
よ
び
、
現
在
居
住

さ
れ
た
半
地
階
に
所
在
す
る
住
居
に
原
告
の
妻
が
と
ど
ま
る
場
合
の
た
め
に
・
・
・
・
原
告
の
妻
の
自
殺
傾
向
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
本
件
に
お

い
て
も
、
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

　

契
約
の
継
続
に
よ
っ
て
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
・
・
・
・
原
告
の
利
益
が
、
原
告
の
健
康
、
ま
た
は
、
原
告
の
妻
の
健
康
に
か
か
わ
ら
な
い
限
り

で
言
え
ば
、
原
告
の
利
益
は
、
全
部
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
も
、
契
約
の
終
了
に
よ
っ
て
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
生
命
に
か
か
わ
る
利
益
の

背
後
に
後
退
す
る
。
も
っ
と
も
、
主
張
さ
れ
、
当
部
に
よ
っ
て
原
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
想
定
さ
れ
た
原
告
自
身
の
健
康
的
な
侵

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

害4

、4・

な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

原
告
の
妻
の
健
康
的
な
侵
害
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

少
な
か
ら
ぬ
重
要
さ
が
当

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

然
与
え
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
賃
貸
人
ま
た
は
賃
貸
人
の
家
族
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
己
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

、4・

基
本
法
二
条
の
保
護
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か

ら
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
賃
貸
人
の
側
に

4

4

4

4

4

4

、4・

同
じ
く

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
健
康
の
維
持

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
家

4

4

4

4

4

族
構
成
員
の
健
康
の
維
持
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

同
様
の

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

似
て
い
る
程
度
に
お
い
て
保
護
に
値
す
る
利
益
が
存
在
す
る
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ど
の
よ
う
な

4

4

4

4

4

選
択
肢
が
当
事
者
の
住
居
の
問
題
の
解
決
に
お
い
て
当
事
者
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
か
と
い
う
点
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4
・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

両
方
の
側
の
利
益
が
等
し
く
重
み
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
に
優
位
が
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る）

253
（

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
均
衡
は
、
本
件
に
お
い
て
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

254
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃

借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
と
き
に
、
賃
借
人
に
と

っ
て
の
契
約
の
終
了
の
影
響
が
、
賃
貸
人
に
対
す
る
契
約
の
継
続
の
影
響
に
対
し
て
、
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
利
益
の
比
較
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衡
量
に
お
い
て
は
、
基
本
法
の
価
値
決
定
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
明
渡
し
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
生
命

の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
賃
貸
人
の
利
益
は
、
原
則
と
し
て
、
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
賃
貸
人
ま
た

は
賃
貸
人
の
家
族
も
ま
た
、
自
己
の
た
め
に
、
基
本
法
二
条
（
二
項
）
の
保
護
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
（
賃
貸
人
）
自

身
の
健
康
的
な
侵
害
、
な
ら
び
に
、
原
告
の
妻
の
健
康
的
な
侵
害
に
対
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
た
め
に
、
少
な
か

ら
ぬ
重
要
さ
が
当
然
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
④
賃
貸
人
の
側
に
、
同
じ
く
、
賃
貸
人
の
健
康
の
維
持
、
ま
た
は
、
賃
貸
人
の
家
族
構
成
員
の
健
康
の
維

持
に
つ
い
て
、
同
様
の
、
も
し
く
は
、
似
て
い
る
程
度
に
お
い
て
保
護
に
値
す
る
利
益
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
当
事
者
の
住

居
の
問
題
の
解
決
に
お
い
て
当
事
者
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
か
と
い
う
点
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ

る
。

　

右
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
、
賃
貸
人
の
利

益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
居
住
の
必
要
を
場
合
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に
だ
け
で
も
他
の
方
法
で
満
た
す
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
要
求
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と

い
う
の
は
、
原
告
は
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
の
所
有
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
Ｘ
に
存
在
す
る
二
戸
建
て
住
宅
の
半
分
、
お

よ
び
、
ま
た
別
の
多
世
帯
用
住
宅
の
所
有
者
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
本
件
建
物
の
二
階
に
は
、
お
よ
そ
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
さ
で
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
が
あ
り
、
そ
の
住
居
は
、
被
告
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
中
二
階
に
所
在
す
る
本
件
住

居
と
比
較
で
き
た
。
原
告
が
、
こ
れ
ま
で
、
原
告
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
こ
れ
以
外
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
原
告
に
開
か
れ
た

法
律
上
の
終
了
の
可
能
性
を
利
用
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
代
替
住
居
を
調
達
す
る
こ
と
を
何
ひ
と
つ
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
件
に
お
い
て
、
原
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告
の
負
担
に
帰
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
鑑
定
の
結
果
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
喪
失
が
賃
借
人
に
と
っ
て
具
体
的
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
本
件
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
に
は

4

4

4

4

4

、4・

当
該
危
険
を
妨
げ
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

高4

め
ら
れ
た
努
力
が
請
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
前
で
、
原
告
は
、
本
件
住
居
が
、
現
在
、
賃
貸
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
を
も
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
賃
貸
人
は

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

解
約

4

4

告
知
の
た
め
に
考
慮
に
値
す
る
複
数
の
使
用
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て
社
会
的
選
択
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
本
件
の
よ

う
に
、
最
後
に
解
約
告
知
さ
れ
た
賃
借
人
に
お
い
て
、
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
賃
貸
人
は
、
そ
の
場
合
、
そ
の
こ
と
か
ら
結

果
と
し
て
生
じ
る
法
的
な
効
果
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
原
告
の
意
の
ま
ま
に
な
る
代
替
住
居
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
い

よ
い
よ
も
っ
て
建
築
上
の
変
更
を
行
う
と
き
に
、
原
告
の
居
住
の
必
要
、
お
よ
び
、
原
告
の
家
族
の
居
住
の
必
要
に
と
っ
て
、
主
張
さ
れ
た
健
康
的

な
侵
害
に
有
効
に
対
応
す
る
た
め
に
、
永
続
的
に
不
適
当
で
あ
る
こ
と
は
、
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
明
ら
か
で
も
な
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
度
外
視
し
て
・
・
・
・
諸
々
の
代
替
住
居
の
平
面
の
差
異
、
お
よ
び
、
本
件
目
的
物
と
Ｘ
に
位
置
し
て
い
る
こ
れ
以
外
の
建
物

と
の
間
の
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
よ
り
わ
ず
か
な
空
間
的
な
隔
た
り
も
ま
た
、
少
な
く
と
も
、
全
部
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
相
当
に
重
要
で

は
な
か
っ
た
。
特
に
、
原
告
は
、
原
告
自
身
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
に
お
け
る
原
告
の
勤
め
口
を
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
放
棄
し
た
の
で
あ

る
。原
告
の
所
有
の
状
態
に
あ
る
、少
な
か
ら
ぬ
こ
れ
以
外
の
手
持
ち
の
不
動
産
が
短
期
間
で
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
か
っ
た
限
り
で
言
え
ば
、原
告
は
、

原
告
自
身
の
健
康
的
な
必
要
、
お
よ
び
、
原
告
の
家
族
の
健
康
的
な
必
要
を
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
実
際
に
も
経
済
的
に
も
排
除
さ
れ

な
い
と
こ
ろ
の
必
要
に
適
合
し
相
当
な
代
替
住
居
を
一
時
的
に
賃
借
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
顧
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
明
渡
し
を
す
る
力
そ
れ
自
体
を
積
極
的
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て
可
能
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
鑑
定
人
の
説
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得
力
の
あ
る
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
通
院
の
精
神
療
法
は
、
被
告
の
自
殺
傾
向
に
有
効
に
対
応
す
る
た
め
に
十
分
で
は
な
い
し
、
日
々
の
病
院
で
の

治
療
は
、
被
告
の
身
体
的
な
侵
害
の
た
め
に
実
行
可
能
で
は
な
い
。
永
続
的
な
完
全
な
入
院
滞
在
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
特
に
、
被
告
の
か
な
り
の

年
輩
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
選
択
肢
と
し
て
要
求
で
き
な
い
の
で
あ
る
」）

255
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
居
住
の
必
要
を
場
合
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に
だ
け
で
も
他
の
方
法

で
満
た
す
こ
と
が
、
原
告
に
要
求
で
き
る
こ
と
、
②
賃
貸
人
は
、
原
則
と
し
て
、
解
約
告
知
の
た
め
に
考
慮
に
値
す
る
複
数
の
使
用
賃
貸
借
関
係
に

お
い
て
社
会
的
選
択
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
鑑
定
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
住
居
の
喪

失
が
賃
借
人
に
と
っ
て
具
体
的
な
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
本
件
事
案
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
は
、

当
該
危
険
を
妨
げ
る
た
め
に
、
高
め
ら
れ
た
努
力
が
請
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
そ
れ
に
対
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
明
渡
し
を
す

る
力
そ
れ
自
体
を
積
極
的
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
論
述
を
踏
ま
え
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
「
す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
当
部
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
賃
借
人
の
た
め
に
苛
酷
さ
を

意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
情
が
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は
、
い
つ
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
が
不
確
定
で
あ
る
場
合
に
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。・
・
・
・
本
件
の
審
理
と
実
行
さ
れ
た
証
拠
調
べ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
範
囲
内
で
被
告
の
明
渡
し
を
す
る
力
が
回
復
さ
せ
ら
れ

う
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
期
間
は
、
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

256
（

。
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第
九
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
七
月
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
30
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
七
月
八
日
判
決）

257
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
賃
貸
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、「
自
己
必
要
」
を

理
由
と
し
て
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を
、
原
告
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
成
人
し
た
息
子
に
使
用
さ
せ
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
・
二
の
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
、
被
告
・
二
に
と
っ
て
の
本
件
住
居
の
意
義
を
理
由
と
し
て
、

本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
の
許
容
し
う
る
本
件
控
訴
は
、
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
成
果
な
し
に
、
結
果
に
お
い

て
的
確
で
あ
る
と
こ
ろ
の
区
裁
判
所
の
確
定
を
攻
撃
し
た
。
区
裁
判
所
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
・
二
は
、
確
か
に
有
効
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の

自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
対
し
て
、
二
〇
一
二
年
四
月
一
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
同
じ
く
有
効
に
、
次
の
結
果
を
と

も
な
っ
て
異
議
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
被
告
・
二
の
請
求
に
も
と
づ
い
て
・
・
・
・
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
精
神
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
証
拠
調
べ
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
当
部
の
確
信
の
た
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
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被
告
・
二
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
が
確
定
し
て
い

た
」）

258
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
（
賃

借
人
）・
二
に
と
っ
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
、

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
鑑
定
人
は

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
し
の
と
き
に
は
じ
め
て
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し
ろ

4

4

4

、4・

す
で
に
明
渡
判
決
が
出
さ
れ
た
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
大

4

4

な
健
康
的
な
侵
害
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
確
か
に
確
定
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

さ
ら
に
続
け
て
、
鑑
定
人
の
確
定
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

数
十
年
以
来
被
告
お
よ
び
被
告
の
家
族
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
本
件
住
居
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ4

の
間
に

4

4

4

、4・

被
告
の
個
人
的
な
存
在
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
重
大
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
本
件
住
居
自
体
も
、
庭
と
近
隣
を
も
含

め
て
直
接
の
居
住
地
域
も
、
情
緒
的
に
高
く
占
め
ら
れ
て
い
て
、
拡
張
さ
れ
た
『
自
我
』
と
い
う
意
味
に
お
け
る
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

表
現
で
あ
っ
た
。
本
件
住
居
の
利
用
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

人
生
を
充
実
さ
せ
る
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
本
件
住
居
の
喪
失
に
行
き
着
く
と
い
う
場

合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
、
被
告
に
お
い
て
、
不
可
避
的
に
、
激
し
く
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
と
無
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
感
情
を

ひ
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
本
件
住
居
の
考
え
う
る
喪
失
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
配
偶
者
の
死
亡
と
比
較
で
き
る
激
し
い
転
機
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
本
件
住
居
は

4

4

4

4

4

、4・

八
二
歳
の
被
告
が
彼
の
妻
と
五
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
そ
こ
で
一
九
六
七
年
の
九
月
以
来
過
ご
し
た
と
こ
ろ
の
生
命

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

感4

・4・

人
生
の
明
確
な
表
現
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
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鑑
定
人
に
と
っ
て
、
鑑
定
人
の
確
定
の
結
果
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
外
部
的
な
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
、
本
件
住
居
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
破

4

4

4

4

滅
が

4

4

、4・

予
見
す
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て
も
は
や
克
服
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
出
て
く
る
。
鑑
定
人
に
よ
っ
て
そ
れ
に
加
え
て
確

認
さ
れ
た
は
っ
き
り
し
た
認
知
に
関
す
る
被
告
に
お
け
る
不
足
は
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
、
成
果
の
豊
か
な
危
機
の
防
御
に
関
す
る
被
告
の
能
力
を

激
し
く
制
限
し
た
。
こ
の
認
知
に
関
す
る
不
足
は
、
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
の
脳
の
器
官
の
疲
弊
お
よ
び
身
体
的
な
疲
弊
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
。
被
告

の
精
神
的
な
柔
軟
さ
の
制
限
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
は
、
明
渡
訴
訟
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
な
お
こ
れ
以
上
の
精
神
的
な
負
担
と
先
鋭
化
に
行
き
着

く
場
合
に
は
、
被
告
の
こ
れ
ま
で
の
資
源
、
お
よ
び
、
成
果
豊
か
に
適
用
さ
れ
た
克
服
す
る
戦
略
を
引
っ
張
り
出
す
と
い
う
状
況
に
は
も
は
や
な
い

の
で
あ
る
。

　

強
制
的
な
明
渡
し
が
実
行
さ
れ
る
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

被
告
に
よ
っ
て
主
観
的
に
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
外
部
的
な
諸
条
件
を
制
御
で
き
な
い
こ
と
に
も
と
づ

く
援
助
の
な
い
状
態
は
、
鑑
定
人
の
見
地
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

精
神
的
な
均
衡
の
完
全
な
喪
失
を
予
期
せ
し
め
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
精
神
的
な
均
衡
の
完
全
な
喪
失
は
、
被

告
が
、
障
害
に
も
と
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
適
切
に
、
こ
の
よ
う
な
生
活
の
出
来
事
に
対
す
る
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

強
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
破
滅
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

鑑
定
人
の
見
地
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

疑
い
も
な
く

4

4

4

4

4

、4・

予
見
で
き
な
い
短
絡
的
反
応
を
と
も
な
う
激
情
の
突
発
の
危
険
を
含

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

み4

、4・

そ
の
よ
う
な
危
険
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
殺
行
為
ま
た
は
疑
似
自
殺
行
為
を
も
含
め
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
個
人
的
な
反
応
と
形
態
は
、
強
度
に
、
付
随

事
情
に
依
存
し
、
困
難
に
の
み
予
測
さ
れ
う
る
。
す
で
に
今
や
認
識
で
き
る
と
こ
ろ
の
・
・
・
・
抑
鬱
と
心
的
葛
藤
の
防
御
の
も
ろ
さ
は
、
被
告
に

お
い
て
、
明
渡
し
、
も
し
く
は
、
明
渡
し
の
予
告
の
場
合
に
お
い
て
、
過
小
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
百
分
率
に
よ
っ
て
厳
密
に
見
積

も
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
自
殺
の
危
険
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
に
お
い
て
、
一
般
的
な
住
民
に
と
っ
て
よ
り

も
、
ま
た
、
同
じ
年
齢
の
人
々
に
と
っ
て
よ
り
も
、
明
確
に
よ
り
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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補
助
策
に
よ
っ
て
一
時
的
に
自
殺
に
対
処
さ
れ
う
る
と
き
で
さ
え
も
、
鑑
定
人
は
、
ほ
ぼ
確
実
さ
に
近
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
す
で
に
今
や
診
断

さ
れ
た
抑
鬱
性
の
総
体
的
症
候
を
と
も
な
う
不
可
逆
的
な
独
立
性
か
ら
出
発
し
た
。
被
告
は
、
そ
の
明
渡
し
を
、
自
分
自
身
の
努
力
が
不
成
功
に
終

わ
っ
た
こ
と
と
し
て
体
験
し
、
自
己
の
人
生
の
業
績
を
完
全
に
疑
問
視
す
る
こ
と
と
し
て
解
釈
す
る
で
あ
ろ
う
。
被
告
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り

得
る
そ
の
喪
失
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
に
と
っ
て
の
悲
し
み
を
ほ
と
ん
ど
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
強
く
、
被

告
の
居
住
環
境
と
合
体
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
重
大
で
持
続
す
る
抑
鬱
症
の
障
害
が
起
こ
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。・
・
・
・

　

確
か
に
、原
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、原
則
と
し
て
、明
渡
し
に
つ
い
て
の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
に
つ
い
て
の
協
力
、お
よ
び
、

可
能
で
あ
り
好
ま
し
い
限
り
で
言
え
ば
、
要
求
で
き
る
医
師
の
治
療
に
入
る
と
い
う
義
務
が
、
賃
借
人
の
責
任
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
も
説
得
力
の
あ
る
鑑
定
人
の
確
定
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
判
決
の
言
渡
し
を
も
っ
て
予
期
さ
れ
な
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
存
在
す
る
抑
鬱
性
の
総
体
的
症
候
の
硬
化
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
大
な
高
齢
の
抑
鬱
症
の
効
果
を
と
も
な
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
見
地
で
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

治
療
上
の
措
置
を
受
け
入
れ
や
す
く
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
確
か
に
、
直
接
の
自
殺
の
危
険
に
対
し
て
、
一
時
的
な
補
助
策
、
た
と
え
ば
、
構
成

員
ら
に
よ
る
継
続
的
な
監
視
と
援
助
に
よ
っ
て
、
過
渡
期
の
間
、
対
処
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
明
渡
判
決
の
長
期
間
の
影
響
に
対
し
て
、

通
院
ま
た
は
入
院
に
よ
る
専
門
の
治
療
に
よ
っ
て
も
、
十
分
に
対
処
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鑑
定
人
は
・
・
・
・
こ
れ
に
関
し
て
、
さ
ら
に
続
け
て
、
抑
鬱
性
の
病
気
は
、
よ
り
高
齢
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
困
難
に
の
み
治
療
可

能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。・
・
・
・

　

鑑
定
人
の
論
述
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
自
殺
の
危
険
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
高
齢
の
抑
鬱
症
の
発
生
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は
、
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
般
的
な
生
存
に
と
も
な
う
危
険
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
原
告
の
抗
弁
は
、
右
に
お
い
て
叙
述
さ
れ
、
鑑
定
人
に
よ
っ
て
綿
密
に
確
か
め
ら
れ
理
由
づ
け
ら
れ
た
具
体
的
な
事
情
に
も
と
づ
い
て
、
持
ち
こ

た
え
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
最
上
級
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
基
準
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
明
渡
し
の
確
実
な
結
果
が
考

慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
、
相
当
な
健
康
の
悪
化
と
い
う
重
大
な
危
険
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
の
受
入
れ
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
最
終
的
に
、
蓋
然
性
の
ど
の
よ
う
な
厳
密
な
程
度
を
も
っ
て
、
被
告
に
お
い
て
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し
の
場
合
に
、
自
殺
が
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。

鑑
定
人
の
論
述
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
確
実
に

4

4

4

、4・

被
告
の
精
神
的
な
破
滅
と
健
康
的
な
全
状
態
の
重
大
な
悪
化
が
起
こ
る
こ
と
が
考
慮

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
と
と
も
に
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
判
決
の
言
渡
し
の
影
響
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
渡
し
に
よ
っ
て
打
撃
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

与
え
ら
れ
る
賃
借
人
に
お
い
て
典
型
的
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
否
定
的
な
結
果
を
は
る
か
に
超
え
た

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

4

の
で
あ
る
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
鑑
定
人
は
、
本
件
に
お
い
て
、
明
渡
し
の
と
き
に
は
じ
め
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
す
で
に
明
渡
判
決
が
出

さ
れ
た
と
き
に
、重
大
な
健
康
的
な
侵
害
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
確
か
に
確
定
し
た
こ
と
、②
鑑
定
人
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、被
告
（
賃
借
人
）
は
、

数
十
年
以
来
被
告
お
よ
び
被
告
の
家
族
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
本
件
住
居
を
、
そ
の
間
に
、
被
告
の
個
人
的
な
存
在
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
し
た
こ

と
、
本
件
住
居
は
、
八
二
歳
の
被
告
が
彼
の
妻
と
五
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
そ
こ
で
一
九
六
七
年
の
九
月
以
来
過
ご
し
た
と
こ
ろ
の
生
命
感
・
人
生

の
明
確
な
表
現
で
あ
る
こ
と
、
本
件
住
居
の
利
用
は
、
人
生
を
充
実
さ
せ
る
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
③
鑑
定
人
の
確
定
の
結

果
と
し
て
、
本
件
住
居
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
被
告
の
破
滅
が
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
告
に
と
っ
て
も
は
や
克
服
さ
れ
る
こ
と
が
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で
き
な
い
こ
と
、
強
制
的
な
明
渡
し
が
実
行
さ
れ
る
と
き
に
は
、
鑑
定
人
の
見
地
か
ら
、
被
告
の
精
神
的
な
均
衡
の
完
全
な
喪
失
が
予
期
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
破
滅
は
、
鑑
定
人
の
見
地
か
ら
、
疑
い
も
な
く
、
予
見
で
き
な
い
短
絡
的
反
応
を
と
も
な
う
激
情
の
突
発
の
危
険
を
含
み
、
そ
の
よ
う
な

危
険
は
、
自
殺
行
為
ま
た
は
疑
似
自
殺
行
為
を
も
含
め
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
こ
と
、
④
鑑
定
人
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し

を
も
っ
て
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
存
在
す
る
抑
鬱
性
の
総
体
的
症
候
の
硬
化
は
、重
大
な
高
齢
の
抑
鬱
症
の
効
果
を
と
も
な
っ
て
、

よ
り
長
い
見
地
で
も
、
治
療
上
の
措
置
を
受
け
入
れ
や
す
く
は
な
か
っ
た
こ
と
、
⑤
最
上
級
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
基
準
に
し
た
が
っ
て
、

相
当
な
健
康
の
悪
化
と
い
う
重
大
な
危
険
は
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
の
受
入
れ
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑥
鑑
定
人
の
論
述
に

し
た
が
っ
て
、
確
実
に
、
被
告
の
精
神
的
な
破
滅
と
健
康
的
な
全
状
態
の
重
大
な
悪
化
が
起
こ
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し
の
影
響
は
、
明
渡
し
に
よ
っ
て
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
賃
借
人
に
お
い
て
典
型
的
に
生
じ
る
と

こ
ろ
の
否
定
的
な
結
果
を
は
る
か
に
超
え
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益

と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
そ
の
こ
と
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
賃
借
人
の
存

続
に
つ
い
て
の
利
益
を
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
に
対
し
て
比
較
衡
量
す
る
こ
と
も
ま
た
、
綿
密
な
事
実
の
確
定
に
も
と
づ
い
て
、
本
件

に
お
い
て
、
被
告
の
利
益
に
よ
り
大
き
な
重
要
さ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
そ
の
場
合
に

4
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4

4

、4・

基
本
法
の
価
値
決
定
に

4

4

4

4

4

4

4

4
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よ
っ
て
引
か
れ
た
限
界
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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4

4

4
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基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
の
所
有
権
の
保
障
は
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
お
よ
び
賃
貸
人
に
と
っ
て
有
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4
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4

4
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4

4

利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
効
果
を
も
つ

4
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4
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4

4

4
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賃
貸
人
の
所
有
権
と
な
ら
ん
で

4
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、4・

賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た
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、4・

基
本
法
一
四
条
の
保
護
を
享
受
す
る
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益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4
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、4・

裁
判
所
は

4
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、4・

許
容
で
き
な
い
や
り
方
に
お
い
て
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4
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、4・

当
事
者
の
人
生
の
計
画
策
定
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4
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、4・

裁
判
所
の
価
値
決
定
を
当
事
者
の
価
値
決
定
の
代
わ
り
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
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の
で
あ
る
。

　

確
か
に

4
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4

、4・

本
件
住
居
を
原
告
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
成
人
し
た
息
子
に
自
由
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
原
告
の
願
望
は
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原
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の
所
有
権
の
権
能
の
行
使
の
枠
組
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に
お
い
て
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正
当
な
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あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
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、4・

重
要
な
利
益
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

し
か
し

4
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、4・

当
該
願
望
は

4
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4

、4・

命
じ
ら
れ
た
全
観
点
に
お
い
て
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
占
有
権
の
み
な
ら
ず
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4

4

、4・

身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
権
利
に
も
依
拠
し
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4

た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
被
告
の
重
大
な
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
を
凌
駕
し
な
か
っ
た

4
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4

4
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4

4

4

の
で
あ
る
。
本
件
住
居
は
、
被
告
、
お
よ

び
、
被
告
の
精
神
的
な
均
衡
、
な
ら
び
に
、
今
後
の
被
告
の
身
体
的
な
状
態
に
と
っ
て
も
、
特
別
な
個
々
の
事
案
の
事
情
に
も
と
づ
い
て
、
中
心
的

な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
」）
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
基
本
法
の
価
値
決
定
に
よ
っ
て
引

か
れ
た
限
界
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
賃
貸
人
の
所
有
権
と
な
ら
ん
で
、
賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た
、
基
本
法
一
四
条
の
保
護
を

享
受
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
の
所
有
権
の
保
障
は
、
賃
借
人
お
よ
び
賃
貸
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
効
果

を
も
つ
こ
と
、
③
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
許
容
で
き
な
い
や
り
方
に
お
い
て
、
当
事
者
の
人
生
の
計
画
策
定
に
介
入
し
て
は
な

ら
な
い
し
、
特
に
、
裁
判
所
の
価
値
決
定
を
当
事
者
の
価
値
決
定
の
代
わ
り
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
④
確
か
に
、
本
件
住
居
を
原
告
（
賃
貸

人
）
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
成
人
し
た
息
子
に
自
由
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
原
告
の
願
望
は
、
原
告
の
所
有
権
の
権
能
の
行
使

の
枠
組
み
に
お
い
て
、
正
当
な
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
重
要
な
利
益
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
当
該
願
望
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ

れ
た
占
有
権
の
み
な
ら
ず
、身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
権
利
に
も
依
拠
し
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
被
告
（
賃
借
人
）
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の
重
大
な
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
を
凌
駕
し
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
〇
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
ミ
ッ
テ
区
裁
判
所
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
31
】
ベ
ル
リ
ン
・
ミ
ッ
テ
区
裁
判
所
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
判
決）

261
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
一
〇
日
に
、
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
契
約
を
、
本
件
住
居
の
当
時
の
所
有
者
と
締
結
し
た
。
そ
の
後
、
原

告
ら
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
七
日
に
、
本
件
住
居
の
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
た
。

　

原
告
ら
は
、二
〇
一
五
年
七
月
二
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、被
告
に
対
し
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
が
、原
告
・
二
は
、ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
仕
事
を
し
、

本
件
住
居
を
仕
事
日
に
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　

被
告
は
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
被
告
が
、
癌
に
か
か
り
、
転
居
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
通
知
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
医
師
の
診
断
書

を
提
出
し
た
。
こ
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
は
、
彼
の
喉
頭
の
手
術
に
よ
る
切
開
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
該
処
置
に
も
と
づ
い

て
、
被
告
は
、
彼
の
声
帯
を
失
い
、
現
在
、
も
は
や
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
は
、
心
臓
の
病
気
、
す
な
わ
ち
、
心
筋
の
病
気
、

な
ら
び
に
、
心
臓
リ
ズ
ム
の
障
害
と
慢
性
の
気
管
支
炎
に
苦
し
ん
で
い
る
。
被
告
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
健
康
・
社
会
福
祉
局

は
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日
付
の
通
知
を
も
っ
て
、
被
告
の
障
害
の
程
度
を
確
認
し
た
。
健
康
・
社
会
福
祉
局
は
、
当
該
通
知
に
お
い
て
、
被
告
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の
健
康
状
態
の
再
検
査
を
二
〇
二
一
年
に
予
定
し
た
。
被
告
は
、
家
具
職
人
と
し
て
の
彼
の
職
業
を
も
は
や
営
む
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
健
康

状
態
の
た
め
に
、
転
職
の
た
め
の
再
訓
練
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、
原
告
・
二
の
仕
事
に
由
来
す
る
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
仕
事
日
の
滞
在
の
た
め
に
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
、
と
主

張
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
家
族
も
ま
た
、
原
告
・
二
を
訪
ね
、
こ
の
た
め
に
本
件
住
居
を
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
原
告
ら
は
、
転
居
す

る
こ
と
は
被
告
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
な
い
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
原
告
は
、
も
し
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ほ
か
の
居
住

の
可
能
性
の
た
め
の
原
告
ら
の
よ
り
多
く
の
支
出
を
顧
慮
す
る
と
こ
ろ
の
相
当
な
賃
料
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

は
じ
め
に
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
利
益
の
調
整
の
あ
り
方
と
し
て
、
区
裁
判
所
の
結
論
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
区
裁
判
所
は
、
結

論
と
し
て
、「
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
・
・
・
・
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
付
で
有
す
る
。
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
は
、
確
か
に
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
四
日
付
の
原
告
ら
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日

付
で
、
有
効
に
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
被
告
の
重
大
な
健
康
の
侵
害
に
も
と
づ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条

に
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」）

262
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、「
正
当
な
利
益
」
を

有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
と
二
項
の
要
件
は
、
存
在
し
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
有
し
た
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
　
十
月
）

241

と
い
う
の
は
、
原
告
ら
は
、
自
己
の
た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
裁
判
所
は
、
原
告
・
二
の
労
働
契
約
と
原
告
・
二
の
転
貸
借
契
約
の
提
出
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
・
二
が
彼
の
住
所
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
も
ち
、

彼
の
規
則
的
な
仕
事
場
を
ベ
ル
リ
ン
に
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的
に
重
大
な
疑
念
を
も
た
な
か
っ
た
。
対
立
し
て
い
る
根
拠
が
欠
け
て
い
た
た

め
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
当
裁
判
所
は
、
原
告
ら
の
側
と
と
も
に
、
原
告
・
二
が
週
の
あ
い
だ
は
本
件
住
居
を
自
分
自
身
の
た
め
に
利
用
す
る
つ
も

り
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
」）

263
（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、
五
七
四
ａ

条
二
項
一
文
と
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
に
し
た
が

っ
て
、
賃
借
人
は
、
当
該
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
賃
借
人
、
そ
の
家
族
、
ま
た
は
、
そ
の
世
帯
の
他
の
構
成
員
の
た
め
に
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利

益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
賃
貸
人
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
賃
貸
人
に

当
該
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」）

264
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
以
下
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
本
権
に
つ
い
て
論
じ
た
う
え
で
、
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て
も
確
認

し
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
以
下
の
関
連
す
る
規
定
の
解
釈
と
適
用
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
な
ら
ん
で
、
賃
借

人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
対
立
す
る
利
益
を
互
い
に
比
較
衡
量
し
、
釣
り
合
い
の
と
れ
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た
調
整
に
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
ど
き
の
利
益
を
評
価
す
る
と
き
に
は
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自
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物
を
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分
自
身
の
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向
に
し
た
が
っ
て
自
由
に
処
理
す
る
と
い
う
基
本
法
一
四
条
に
も
と
づ
く
所
有
権
者
の
基
本
権
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
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ろ
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特
に

4

4

、4・

所
有
権
の
社
会
的
な
拘
束

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

国
家
権
力
の

4

4

4

4

4

担
い
手
と
し
て
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
常
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
基
本
法
一
条
に
し
た
が
っ
た
被
告
の
人
間
の
尊
厳
が
考
慮
に
入

4
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4

れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
の
人
間
の
尊
厳
は
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告
の
健
康
の
侵
害
、
お
よ
び
、
そ
の
こ
と
か
ら
結
果
と
し

て
生
み
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
支
払
い
可
能
か
つ
相
当
な
、
す
な
わ
ち
、
比
較
で
き
る
住
居
を
見
出
す
と
い
う
被
告
の
困
難
さ
に
よ
っ
て
具
体
化
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
前
で
、
当
該
契
約
の
終
了
か
ら
賃
借
人
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
経
済
的
、
資
金
的
、
健
康
的
、
家
族
的
、
ま
た
は
、
個
人
的
な

性
質
の
す
べ
て
の
不
利
益
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
、

賃
借
人
に
生
じ
る
不
利
益
は
、
絶
対
的
な
確
実
性
を
も
っ
て
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
健
康
的
な
不
利
益
に
お
い

て
は
、
す
で
に
、
当
該
不
利
益
の
発
生
の
真
摯
な
危
険
で
十
分
で
あ
る
」）

266
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
利
益
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
一
方
に
お
い
て
、
自
己
の
所
有
物
を
自
分
自
身
の
意
向
に
し
た

が
っ
て
自
由
に
処
理
す
る
と
い
う
基
本
法
一
四
条
に
も
と
づ
く
所
有
権
者
の
基
本
権
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、他
方
に
お
い
て
、

基
本
法
一
四
条
そ
れ
自
体
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
の
所
有
権
の
制
限
、
特
に
、
所
有
権
の
社
会
的
な
拘
束
、
な
ら
び
に
、
国
家
権
力
の
担
い
手
と
し
て

の
裁
判
所
に
よ
っ
て
常
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
基
本
法
一
条
（
一
項
）
に
し
た
が
っ
た
賃
借
人
の
人
間
の
尊
厳
が
考
慮
に
入
れ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
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次
に
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
身
体
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
一
方
に
お
い
て
、
即
時
の
期
限
ど
お
り
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

の
終
了
は
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
他
方
に
お
い
て
、
被
告
は
絶
対
的
・
永
続
的
に
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
状
態
で
は
な
い
と
判
断

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
の
健
康
状
態
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
即
時
の
明
渡
し
の
た
め
の
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

明
渡
し
に
適
し
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
身
体
的

4

4

4

4

4

4

4

・4・

精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
見
出
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
場
合
に
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
該
要
件
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
、
満
た
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、
重
大
な
身
体
的
な
侵
害
に
苦
し
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
裁
判
所
の
見
解
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

絶
対
的

4

4

4

・4・

永
続
的
に
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む4

し
ろ

4

4

、4・

民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
明
渡
期
間
の
枠
組
み
に
お
い
て
十
分
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
住
居

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
探
索
に
お
け
る
困
難
さ
が
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
の
場
合
に
、
と
り
わ
け
、
当
裁
判
所
は
、
被
告
の
癌
の
病
気
に
よ
っ
て
後
遺
症
状
と
と
も
に
惹
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
の
生
活
を
す
る
な
か

で
の
激
し
い
侵
害
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
の
印
象
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
心
に
と
め
て
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、

被
告
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
、
電
話
に
よ
っ
て
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
被
告
は
、
お
よ
そ
、
も
は
や
正
し
く
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
書
面
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
住
居
の
検
分
も
ま
た
、
何
の
問

題
も
な
く
、
あ
る
成
果
、
す
な
わ
ち
、
賃
貸
借
に
行
き
着
く
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
現
在
、
病
気
休
業
補
償
金
を
も
ら
っ
て
い
る

被
告
は
、
話
す
機
能
の
中
期
間
な
い
し
長
期
間
の
回
復
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
考
え
う
る
限
り
で
言
え
ば
、
問
題
な
く
、
労
働
市
場
に
社
会
復

帰
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
結
果
、
賃
金
補
償
も
し
く
は
社
会
福
祉
給
付
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
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は
裁
判
所
に
周
知
で
あ
る
が
、
被
告
は
、
通
常
の
市
場
の
条
件
の
も
と
で
、
規
則
的
な
収
入
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
た
く
さ
ん
の
ほ
か
の
賃
貸
借

の
希
望
者
ら
と
、
対
応
し
た
住
居
に
つ
い
て
、
競
合
す
る
だ
ろ
う
。
被
告
は
、
賃
借
人
と
し
て
、
強
度
に
緊
張
し
た
住
居
市
場
に
お
い
て
、
自
分
自

身
の
落
ち
度
な
し
に
、
彼
の
競
争
相
手
よ
り
も
、
お
よ
そ
、
よ
り
少
な
く
魅
力
的
で
あ
る
。
当
裁
判
所
の
見
解
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
前
で
、

相
当
な
代
替
住
居
を
調
達
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

加
重
さ
れ
た
条
件
の
も
と
で
だ
け
可
能
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て
、
期
限
ど
お
り
の
本
件

4

4

4

4

4

4

4

4

使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
当
な
苛
酷
さ
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）
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。

　

区
裁
判
所
は
、右
の
よ
う
に
、①
被
告
（
賃
借
人
）
の
健
康
状
態
は
、正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
即
時
の
明
渡
し
の
た
め
の
「
苛

酷
さ
」
を
理
由
づ
け
た
こ
と
、
②
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
特
に
、
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、

代
替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合
に
存
在
す
る
こ
と
、
③
当
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
絶
対
的
・
永
続
的
に
明
渡
し
に
適

し
て
い
な
い
こ
と
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
明
渡
期
間
の
枠
組
み
に
お
い
て
十
分
に
考
慮
に
入

れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
住
居
の
探
索
に
お
け
る
困
難
さ
が
存
在
す
る
こ
と
、
④
当
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
相
当
な
代
替
住
居
を

調
達
す
る
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
加
重
さ
れ
た
条
件
の
も
と
で
だ
け
可
能
で
あ
り
、
期
限
ど
お
り
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
不
当

な
「
苛
酷
さ
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）・
二
の
利
益
、
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
必
要

の
緊
急
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
他
方
に
お
い
て
、
原
告
ら
、
特
に
、
原
告
・
二
は
・
・
・
・
高
い
賃
料
と
住
居
の
必
要
に
直
面
し
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
・
・
・
・

す
で
に
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
説
明
し
た
。
原
告

4

4

・4・

二
も
ま
た

4

4

4

4

、4・

週
の
あ
い
だ
は

4

4

4

4

4

4

、4・

仕
事
に
由
来
す
る
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
滞
在
の
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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に
住
居
を
必
要
と
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
原
告
・
二
は
、
永
続
的
に
、
費
用
の
か
さ
む
家
具
付
き
の
部
屋
ま
た
は
ホ
テ
ル
を
賃
借
す
る
こ
と
を
指

示
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
・
二
が
彼
の
側
で
長
期
間
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
被
告
の
側
の
指
摘
は
、
確
信

の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
原
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

本
件
住
居
の
共
有
者
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
己
必
要
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ま
さ
し
く
、
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、
特
に
、
本
件
賃
貸
借
の
た
め
の
代
替
住
居
を
本
件
住
居
の
か
な
り
近
い
周
辺

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
地
域
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

い
ま
や
被
告
と
同
じ
問
題
の
前
に
立
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
市
場
は
、
お
よ
そ
、
ほ
と
ん

ど
な
お
、
こ
の
こ
と
を
も
た
ら
さ
な
い
。
し
か
し

4

4

4

、4・

原
告
ら
の
原
則
的
な
必
要
の
緊
急
性
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
裁
判
所
の
見
解
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
そ
れ
と
同
じ
形
態

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
原
告
・
二
に
と
っ
て
、
代
案
と
し
て
の
一
時
的
な
住
居
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
も
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
確
か
に
、
よ
り
費
用
の
か
さ
む
も
の
で
あ
り
、
不
愉
快
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

被
告
に
住
居
の
探
索
を
可
能
に
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
時
的
に
住
居
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
る
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で

あ
る
」）
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区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
原
告
（
賃
貸
人
）・
二
も
ま
た
、
週
の
あ
い
だ
は
、
仕
事
に
由
来
す
る
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
滞
在
の
た
め
に
住

居
を
必
要
と
し
、
原
告
・
二
は
、
本
件
住
居
の
共
有
者
と
し
て
、「
自
己
必
要
」
を
も
っ
て
、
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
・
二
は
、
本
件
賃
貸
借
の
た
め
の
代
替
住
居
を
本
件
住
居
の
か
な
り
近
い
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
ほ

と
ん
ど
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
い
ま
や
被
告
（
賃
借
人
）
と
同
じ
問
題
の
前
に
立
っ
て
い
た
こ
と
、
③
し
か
し
、
原
告
ら
の
原
則
的

な
必
要
の
緊
急
性
は
、
当
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
被
告
の
そ
れ
と
同
じ
形
態
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
原
告
ら
は
、
被
告

に
住
居
の
探
索
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
一
時
的
に
住
居
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
る
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
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る
。

　

最
後
に
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
永
続
的
な
継
続
は
適
切
で
は
な
く
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
期
間
の
定
め
を
も
っ
て
継
続

す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
、
と
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
当
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
正
当
化
で
き
る
条
件
の
ほ
か
の
使
用
賃
貸
借
関
係
へ
の
き
ち
ん
と
し
た
移
行
を
被
告
に
可
能

に
す
る
た
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
期
間
の
定
め
を
も
っ
て
継
続
す
る
こ
と
を
相
当
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
当
裁
判
所
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
永
続
的
に
継
続
す
る
こ
と
を
適
切
で
は
な
い
、
と
考
え
た
。
と
い
う
の
は
、

被
告
に
と
っ
て
短
期
間
の
住
居
の
探
索
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
す
る
こ
と
が
将
来
に
お
い
て
被
告
に
と
っ
て
完
全
に
不
可
能
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

要
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
ら
か
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
住
居
の
交
替
に
よ
っ
て
直
接
に
被
告
の
健
康
状
態
が
な
お
こ
れ
以
上
悪

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

化
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
ら
か
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
住
居
の
交
替
は
、
被
告
が
さ
ら
に
続
け
て
居
住
地
の
近
く
で
治
療
し
て
も
ら

い
た
い
場
合
に
、
医
師
の
交
代
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
こ
と
だ
け
が
、
健
康
の
悪
化
と
い
う
憂
慮
を
正
当
化
す

る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ほ
か
の
区
域
も
し
く
は
地
域
の
一
部
に
お
い
て
も
、
専
門
医
を
備
え
た
地
域
全
体
を
お
お
う
医
療
的

な
世
話
が
、
裁
判
所
に
周
知
の
よ
う
に
、
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
医
師
の
交
代
は
、
医
師
と
患
者
と
の
間
の
特
別
な
信
頼
関
係
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
、
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
熟
知
し
て
い
る
周
辺
の
地
域
の
喪
失
は
、
一
方
に
お
い
て
、
必
然
的
で
は
な
い
。
と
い
う

の
は
、
被
告
は
、
当
該
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
も
、
住
居
の
探
索
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
に
よ
っ
て
申
し

立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
住
居
の
交
替
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
お
こ
れ
以
上
の
健
康
の
侵
害
の
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
こ
の
点
で

は
、
十
分
な
結
び
つ
け
る
事
実
が
欠
け
て
い
た
。
特
に
、
被
告
の
申
立
て
か
ら
、
住
居
の
交
替
が
な
ぜ
抑
鬱
症
に
な
る
の
か
と
い
う
点
は
、
具
体
的
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に
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
被
告
の
病
気
と
声
の
喪
失
に
も
と
づ
い
て
抑
鬱
性
の
不
調
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
り
は
な
い

4

4

4

4

4

。4

し
か
し

4

4

4

、4・

当
該
苦
痛
の
な
お
こ
れ
以
上
の
悪
化
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

医
学
的
な
診
断
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
医
学
博
士
・
Ｋ
の
診
断
書
は
、
同
じ
く
、
十
分
な
医
学
的
な
い
と
ぐ
ち
を
含
ま
な
か
っ
た
。
住
居
の
交
替
が
、
原
則
と
し
て
、
特
に
健
康
的
に

損
な
わ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
に
周
知
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
こ
の
こ
と
を
顧
慮
し
た
。

　

被
告
は

4

4

4

、4・

そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

、4・

所
轄
の
社
会
福
祉
局
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
の
探
索
と
転
居
の
援
助
に
お
け
る
支
援
を
得
よ
う
と
努
め
る
機
会
を
持
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
る

4

4

。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
は
、
こ
の
点
で
は
、
原
則
と
し
て
被
告
の
権
利
で
あ
る
支
援
の
履
行
に
対
す
る
申
請
が
、
周
知
の
ご
と
く
職

員
に
関
し
て
完
全
に
人
員
不
足
の
ベ
ル
リ
ン
の
官
庁
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
周
知
の
よ
う
に
、
数
ヶ
月
ま
た
は
な
お
よ
り
長
く
処
理
さ
れ
て
い
な
い

ま
ま
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
お
い
て
も
、
大
ま
か
に
量
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、
す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
が

4

4

4

、4・

す
べ

4

4

て
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
そ
一
八
ヶ
月
以
内
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
ほ
か
の
住
居
を
調
達
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
こ
と
を
可
能
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

と
考
え
る

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
は

4

4

4

、
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
継
続
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

差
し
迫
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

め
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
・
・
・
・
裁
判
所
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
の
満
了
と
と
も
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は

お
の
ず
か
ら
終
了
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
以
上
の
解
約
告
知
は
必
要
と
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」）

269
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
に
と
っ
て
短
期
間
の
住
居
の
探
索
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
転
居
す
る
こ
と
が
将
来
に

お
い
て
被
告
に
と
っ
て
完
全
に
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
は
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
住
居
の
交
替
に

よ
っ
て
直
接
に
被
告
の
健
康
状
態
が
な
お
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
、
②
当
裁
判
所
は
、
被
告
が
被
告
の
病
気
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と
声
の
喪
失
に
も
と
づ
い
て
抑
鬱
性
の
不
調
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
当
該
苦
痛
の
な
お
こ
れ
以
上
の
悪
化

は
、
医
学
的
な
診
断
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
③
被
告
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
所
轄
の
社
会
福
祉
局
に
お
い
て
、
住
居
の
探
索
と
転
居

の
援
助
に
お
け
る
支
援
を
得
よ
う
と
努
め
る
機
会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
④
当
裁
判
所
は
、
被
告
が
、
す
べ
て
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
よ

そ
一
八
ヶ
月
以
内
に
、
そ
の
ほ
か
の
住
居
を
調
達
し
、
転
居
の
手
は
ず
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
こ
と
を
可
能
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ

と
、
⑤
被
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
継
続
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
し
迫
っ
て
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て
、
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

③
小
括

　

本
節
（
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑴
）
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
等
の
裁
判
例
を
考
察
し
、
第
二
に
、
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
裁
判
例
に
お
け
る
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

一　

ま
ず
、
一
般
的
に
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

賃
貸
人
の
利
益
、
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
な
ら
ん
で
、
賃
借
人
の
利
益
、
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
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利
益
・
賃
借
人
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
利
益
も
ま
た
、
適
切
に
包
括
的
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
両
方
の
側
の
利
益
が
、
相
互

に
比
較
衡
量
さ
れ
、
釣
り
合
い
の
と
れ
た
調
整
に
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
の
と
き
に
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
契
約
の
終
了
の
影
響
が
、
賃
貸
人
に
対
す
る
契
約
の
継
続
の
影
響
に
対
し
て
、
比
較
衡
量
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
貸
人
も
し
く
は
賃
借
人
の
利
益
が
完
全
に
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
、
一
方
の
側
の
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

重
大
な
論
拠
が
見
過
ご
さ
れ
、
ま
た
は
、
基
本
権
が
法
の
適
用
に
お
い
て
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
つ
ど
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
賃
貸
人
と
賃

借
人
の
基
本
権
と
し
て
の
地
位
が
、
実
際
的
な
対
照
の
方
法
に
お
い
て
、
基
本
権
の
各
々
が
で
き
る
だ
け
よ
く
効
果
を
発
揮
す
る
ほ
ど
に
、
調
整
へ

と
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
徹
底
的
か
つ
綿
密
な
事
実
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
両
方
の
側
の
利
益
を
評
価
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
確
定
さ
れ
た
事
実
を
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
と
い
う
法
概
念
に
包
摂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、

裁
判
所
に
よ
る
判
断
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
の
は
、
事
実
審
の
最
終
口
頭
弁
論
の
時
点
に
お
け
る
諸
関
係
で
あ
る
。

　

な
お
、
賃
借
人
は
、「
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
」
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
、

複
数
の
理
由
・
事
情
を
主
張
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
と
き
に
、
も
っ
ぱ
ら
個
々
の
理
由
・
事
情
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
も
、
主
張
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
理
由
・
事
情
が
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
形
成
す
る
と
判
断
さ
れ
う
る
場
合
も
あ
る
。

　

二　

次
に
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
権
と
し
て
の
地

位
が
対
立
す
る
状
況
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
に
お
い
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
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基
本
法
の
価
値
決
定
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
特
に
、
基
本
権
の
侵
害
が
、
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
、

お
よ
び
、ど
の
よ
う
な
範
囲
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
を
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、

裁
判
所
は
、
基
本
法
の
価
値
決
定
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
ひ
と
つ
の
判
断
・
解
決
を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
基
本
権
の
地
位
の
対
立
に
お
い
て
、
具
体
的
な
状
況
に
お
け
る
基
本
権
の
地
位
の
意
義
と
重
要
さ
、
な
ら
び
に
、
基
本
権
の
地
位
に

差
し
迫
っ
て
い
る
侵
害
の
強
さ
を
対
比
し
、
基
本
権
の
地
位
の
そ
の
と
き
ど
き
の
内
容
の
可
能
な
限
り
広
範
囲
な
実
現
の
も
と
で
、
ひ
と
つ
の
解
決

を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
個
々
の
裁
判
例
に
お
け
る
個
々
の
判
断
が
積
み
重
な
る
と
、
裁
判
例
に
お
け
る
具
体
的
な
判
断
の
枠
組
み
も
形
成
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
本
節
に
お
け
る
裁
判
例
の
考
察
に
も
と
づ
い
て
、
裁
判
例
に
お
け
る
具
体
的
な
判
断
の
枠
組
み
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

確
か
に
、
当
該
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
個
々
の
事
案
か

ら
引
き
離
さ
れ
て
、
無
制
限
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
何
が
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
が
す
べ
て
の
事
案
に
妥
当
す
る
確
実
性
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま

た
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
ま
ず
第
一
に
、
両
方
の
側
の
利
益
は
、
等
価
値
の
も
の
、
均
衡
し
て

い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
、
賃
貸
人
ま
た
は
賃
借
人
の
利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
、
確
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
権
と
し
て
の
地
位
が
対
立
す
る
状
況
に
お
い
て
、
具
体
的
な
裁
判
例
の
考
察
に
も
と
づ
い
て
、

裁
判
例
に
お
け
る
具
体
的
な
判
断
の
枠
組
み
を
ま
と
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
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①
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
そ
の
と
き
ど
き
の
利
益
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
一
方
に
お
い
て
、
自
己
の
所
有
物
を
自
分
自
身
の
意
向
に
し
た
が
っ
て

自
由
に
処
理
す
る
と
い
う
基
本
法
一
四
条
に
も
と
づ
く
所
有
権
者
の
基
本
権
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て
、
基
本

法
一
四
条
そ
れ
自
体
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
の
所
有
権
の
制
限
、
特
に
、
所
有
権
の
社
会
的
な
拘
束
、
な
ら
び
に
、
国
家
権
力
の
担
い
手
と
し
て
の
裁

判
所
に
よ
っ
て
常
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
基
本
法
一
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
賃
借
人
の
人
間
の
尊
厳
（
特
に
、
生
命
お
よ
び
身

体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
（
基
本
法
二
条
二
項
）
が
人
間
の
尊
厳
と
結
び
つ
く
）
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

②
一
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
は
、
自
己
の
所
有
権
を
行
使
し
て
、
自
由
な
人
生
の
形
成
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
、

身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
場
合
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
一
般
に
、
優
位
は
、
後
者
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
所
有
権
と
い
う
基
本
権
（
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
身
体

的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
基
本
権
（
基
本
法
二
条
二
項
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
の
背
後
に
後
退
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

③
ま
た
、
賃
貸
人
の
利
益
が
、
所
有
権
と
い
う
基
本
権
に
加
え
て
、
婚
姻
と
家
族
の
保
護
に
か
か
わ
る
利
益
（
基
本
法
六
条
一
項
に
し
た
が
っ
て

基
本
法
上
保
護
さ
れ
た
利
益
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
の
点
で
相
当
に
高
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
賃
貸
人
の
権
利
は
、
抽
象
的
な
考
察
に
お

い
て
、人
間
の
尊
厳
（
基
本
法
一
条
一
項
）
と
結
び
つ
い
た
生
命
お
よ
び
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
（
基
本
法
二
条
二
項
）、お
よ
び
、人
格
の
自
由
（
基

本
法
二
条
一
項
）
に
し
た
が
っ
た
賃
借
人
の
権
利
よ
り
も
、
憲
法
上
よ
り
少
な
い
重
要
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

④
さ
ら
に
、
自
己
の
健
康
・
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
（
本
件
住
居
の
明
渡
し
が
賃
借
人
の
健
康
状
態
の
悪
化
・
差
し

迫
っ
た
自
殺
傾
向
に
至
り
う
る
と
い
う
重
大
な
侵
害
を
意
味
し
た
こ
と
）
は
、
一
般
に
、
賃
貸
人
の
資
金
的
な
利
益
（
賃
貸
人
が
医
学
的
な
ア
フ
タ
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ー
ケ
ア
診
察
と
予
防
診
察
を
受
け
る
こ
と
に
と
も
な
う
宿
泊
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
資
金
的
な
費
用
が
賃
貸
人
の
た
め
に
生
じ
る
こ
と
）
に
対
し
て

優
先
す
る
。
明
渡
し
が
賃
借
人
に
と
っ
て
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
き
に
も
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
が
優
位
に
あ
る
。

こ
の
と
き
、
お
び
や
か
さ
れ
た
法
益
が
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
危
険
、
も
し
く
は
、
危
険
の
確
認
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
わ
ず
か

な
要
求
が
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
生
命
の
よ
う
な
き
わ
め
て
高
い
法
益
に
お
い
て
は
、
発
生
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
の
よ
り
わ
ず

か
な
程
度
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
鑑
定
書
に
し
た
が
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
生
命
を
お
び
や
か
す
痙
攣
の
発
作
の

理
論
的
な
だ
け
で
は
な
い
可
能
性
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
ま
た
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
鑑
定
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
当
該
住
居
の

喪
失
が
賃
借
人
に
と
っ
て
具
体
的
な
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
な
ら
ば
、
賃
貸
人
に
は
、
当
該
危
険
を
妨
げ
る

た
め
に
、
高
め
ら
れ
た
努
力
が
請
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑤
も
っ
と
も
、
賃
貸
人
ま
た
は
賃
貸
人
の
家
族
も
ま
た
、
自
己
の
た
め
に
、
身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
対
す
る
基
本
権
（
基
本
法
二
条
二
項
）

の
保
護
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
貸
人
の
側
の
健
康
的
な
侵
害
に
対
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量

の
た
め
に
、
少
な
か
ら
ぬ
重
要
さ
が
当
然
与
え
ら
れ
る
。
賃
貸
人
の
側
に
、
同
じ
く
、
賃
貸
人
の
側
の
健
康
の
維
持
に
つ
い
て
、
同
様
の
、
も
し
く

は
、
似
て
い
る
程
度
に
お
い
て
保
護
に
値
す
る
利
益
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
当
事
者
の
住
居
の
問
題
の
解
決
に
お
い
て
当
事

者
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
か
と
い
う
点
（
た
と
え
ば
、
賃
貸
人
の
居
住
の
必
要
を
場
合
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に
だ
け
で
も
他
の
方
法
で
満
た
す
こ
と

が
賃
貸
人
に
要
求
で
き
る
よ
う
な
場
合
）
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑥
な
お
、
賃
貸
人
の
所
有
権
と
な
ら
ん
で
、
賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た
、
基
本
法
一
四
条
の
保
護
を
享
受
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
法
一
四
条

一
項
一
文
の
所
有
権
の
保
障
は
、
賃
借
人
お
よ
び
賃
貸
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。
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⑦
し
か
し
、
賃
貸
人
の
所
有
権
と
い
う
基
本
権
は
、
賃
借
人
の
側
に
お
い
て
考
慮
の
対
象
に
な
る
あ
ら
ゆ
る
健
康
の
侵
害
と
い
う
危
険
の
と
き
に
、

そ
れ
だ
け
で
も
う
、
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
の
所
有
権
の
縮
減

が
、
本
質
的
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
得
る
賃
借
人
の
た
め
の
健
康
の
侵
害
と
い
う
危
険
よ
り
も
、
よ
り
間
近
に
迫
っ
て
い
て
、
よ
り
徹
底
的

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
事
者
の
基
本
権
の
比
較
衡
量
も
ま
た
、
賃
貸
人
の
利
益
が
優
位
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑧
さ
ら
に
、
健
康
上
強
く
お
び
や
か
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
が
、
本
件
住
居
の
所
有
権
者
と
し
て
、
賃
貸
人
の
所
有
権
を
、
賃

貸
人
の
娘
が
賃
借
人
ら
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
確
か
に
、
賃

借
人
ら
の
病
状
は
、
現
在
、
賃
貸
人
の
病
状
よ
り
も
、
質
的
に
、
よ
り
重
大
で
あ
っ
た
が
、
医
師
の
見
地
か
ら
は
、
賃
借
人
ら
の
病
気
が
な
お
そ
れ

以
上
に
悪
化
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
賃
借
人
ら
が
老
人
ホ
ー
ム
も
し
く
は
社
会
福
祉
施
設
に
転
居
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

事
情
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
と
い
う
賃
借
人
ら
の
願
望
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
客
観
的
に
無
分
別
な
、
十
分
で

な
い
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
許
容
で
き
な
い
や
り
方

に
お
い
て
、
当
事
者
の
人
生
の
計
画
策
定
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
特
に
、
裁
判
所
の
価
値
決
定
を
当
事
者
の
価
値
決
定
の
代
わ
り
に
置
い
て

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
課
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
逆
方
向
の
利
益
の
重
要
さ
の
程
度
を
判
定
す
る

こ
と
は
、
一
定
の
人
生
の
計
画
策
定
が
現
実
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
も
必
要
と
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

三　

最
後
に
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
具
体
的
に
、
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
る
点
、
裁
判
所
が
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
次
の
よ

う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
賃
借
人
は
、
裁
判
所
が
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
の
意
義
と
射
程
範
囲
を
正
当
に
評
価
す
る
や
り
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
抗
弁
を
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究
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、「
苛
酷
さ
」
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
賃
借
人
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
の

重
み
と
射
程
範
囲
を
十
分
に
把
握
し
、
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

②
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
重
要
な
事
情
は
原
則
と
し
て
主
張
者
に
よ
っ
て
当
該
事
情
に
付
与
さ
れ
た
重
み
を
も
っ
て
真
実
で
あ
る
と
想
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
は
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
を
真
実
で
あ
る
と
形
式

的
に
だ
け
想
定
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
理
由
を
賃
借
人
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
実
際
は
こ
れ
ら
の
理
由
に
帰

属
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
意
義
を
も
っ
て
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
事
案
の
比
較
衡
量
に
入
れ
、
そ
の
重
要
さ
の
程
度
を
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　

③
賃
借
人
が
、
強
制
さ
れ
た
住
居
の
交
替
の
重
大
な
健
康
上
の
影
響
を
主
張
し
た
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
援
助
に
よ
っ
て
、

当
該
賃
借
人
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
健
康
上
の
結
果
が
、
詳
細
に
、
転
居
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
、
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
健
康
の
侵
害
が
ど
の
よ
う
な
重
大
さ
の
程
度
に
達
し
う
る
の
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
生
じ
う
る

の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
表
面
に
だ
け
は
り
付
い
て
い
る
の
で
は
な
い
綿
密
な
観
念
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

④
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
を
賃
借
人
の
利
益
に
対
し
て
後
方
に
退
け
さ
せ
て
お
い
て
は
な
ら
な
い
し
、
裁
判
所
が
そ
の
前
に
賃
貸
人
に
よ
っ

て
も
く
ろ
ま
れ
た
計
画
策
定
を
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
表
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
貸
人
の
人
生
と
は
違
っ
た
計
画
策
定

を
賃
貸
人
に
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑤
裁
判
所
は
、
な
ぜ
賃
借
人
に
は
変
化
し
た
人
生
の
計
画
策
定
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
あ
と
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
理
由
づ
け
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
理
由
を
賃
貸
人
の
理
由
よ
り
も
よ
り
重
要
な
も
の
で
あ
る
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と
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
住
居
の
明
渡
し
が
賃
借
人
に
と
っ
て
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
裁
判

所
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
所
有
権
者
の
人
生
形
成
に
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
従
属
し
た
意
義
が
帰
属
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
影
響

を
与
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑥
賃
貸
人
の
生
活
の
中
心
点
を
今
や
賃
貸
人
の
事
務
所
の
場
所
の
近
く
に
移
す
と
い
う
賃
貸
人
の
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
願
望

は
、
本
件
解
約
告
知
以
前
の
賃
貸
人
の
態
様
を
顧
み
ず
に
、
そ
の
比
較
衡
量
に
採
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑦
賃
貸
人
の
世
帯
に
お
い
て
賃
貸
人
と
同
居
す
る
人
々
の
数
が
賃
借
人
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
よ
り
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
事

情
は
、
賃
貸
人
に
帰
属
す
る
と
こ
ろ
の
よ
り
広
い
本
件
住
居
に
転
居
す
る
と
い
う
願
望
の
た
め
に
、
ま
た
別
の
筋
の
通
り
、
何
の
問
題
も
な
く
あ
と

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
賃
借
人
の
利
益
と
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
必
要
な
重

要
さ
を
も
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑧
裁
判
所
が
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
所
有
権
者
の
自
己
使
用
の
願
望
の
真
摯
さ
に
つ
い
て
の
全
部
の
疑
念
を
究
明
し
よ
う
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
全
く
同
様
に
、
所
有
権
者
の
利
益
は
、
説
明
と
証
明
の
負
担
が
か
け
ら
れ
た
賃
借
人
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
「
苛

酷
さ
」
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
情
に
対
す
る
所
有
権
者
の
相
当
な
申
立
て
を
考
慮
に
入
れ
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
証
拠
調
べ
の
方

法
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
不
利
益
が
賃
借
人
に
実
際
に
生
じ
、そ
の
理
由
か
ら
、賃
借
人
の
利
益
を
、命
じ
ら
れ
た
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

所
有
権
者
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
に
対
し
て
優
先
す
る
と
思
わ
せ
た
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
確
定
を
行
う
こ
と
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
裁
判

所
は
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
健
康
の
侵
害
の
性
質
と
重
要
さ
を
よ
り
詳
細
に
解
明
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
鑑
定
書
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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⑨
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
（
法
的
聴
聞
を
請
求
す
る

権
利
）
の
違
反
が
問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
が
、
当
事
者
の
権
利
の
追
求
ま
た
は
権
利
の
防
御
に
役
立
つ
と
こ
ろ
の
本
質
的

な
事
実
の
主
張
を
、
総
じ
て
聞
き
お
か
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
、
決
定
の
と
き
に
明
ら
か
に
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
特
別
な
事
情
が
明
確
に
明

ら
か
に
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。

※ 

Ⅱ
の
二
の
１
の
⑵
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
230
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61).

（
231
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.639.

（
232
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.639.

（
233
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.640.

（
234
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.640.

（
235
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.640f.

（
236
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61),S.641.

（
237
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64).

（
238
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64),S.97f.

（
239
）B

G
H

Z
 103,91.

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
月
二
〇
日
決
定
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
３
）
三
三
頁
以
下
等
参
照
。

（
240
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64),S.97f.

（
241
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑶
に
お
い
て
考
察
す
る
。
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（
242
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64),S.98f.

（
243
）
基
本
法
一
三
条
一
項
は
、
「
住
居
は
不
可
侵
で
あ
る
」
（
初
宿
・
前
掲
注
（
122
）
八
頁
）
、
と
い
う
法
規
範
で
あ
る
。

（
244
）
地
方
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
二
月
一
三
日
判
決
（
裁
判
例
【
22
】
）
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
地

方
裁
判
所
一
九
九
一
年
二
月
七
日
判
決
（
裁
判
例
【
23
】
）
等
を
引
用
裁
判
例
と
し
て
掲
げ
た
。

（
245
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64),S.99f.

（
246
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64),S.100.

（
247
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67).

（
248
）
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
二
）
―
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
―
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集

五
二
巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
三
三
頁
の
叙
述
を
若
干
修
正
し
た
。

（
249
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.440.

（
250
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.440f.

（
251
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.441.

（
252
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.442.

（
253
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑶
に
お
い
て
考
察
す
る
。

（
254
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.442f.

（
255
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.443.

（
256
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67),S.443.

（
257
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.70).

（
258
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.70),S.180.

（
259
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.70),S.180ff.

（
260
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.70),S.182.

（
261
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
 2016,568.

（
262
）A
G

 B
erlin-M

itte W
uM

(F
n.261),S.569.
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（
263
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.569.

（
264
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.569.

（
265
）
基
本
法
一
四
条
二
項
、
す
な
わ
ち
、
「
所
有
権
は
、
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
所
有
権
の
行
使
は
、
同
時
に
、
公
共
の
福
祉
に
役
立
つ
べ
き
で
あ
る
」
、
と
い
う
法
規
範
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
266
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.569.

（
267
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.569f.

（
268
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.570.

（
269
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.261),S.570.
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